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ア/4-″%″レ怨多 稼 康 物%在 ?ヱ はじ めた 々の 縦物 甕基 の

そ洛 と してま暑て ある:/?ク ″年並旅 、松 %(′
)は

変魁L支 アFt除 く倖

額 ″夜 々那産″■升舷 物 て■咲 フ ゞ`わ )ゝ 、ゲ と同一ρ業を 4っ

ルのソ ″″軌 蒻 滋  ノ

ー

の三大 な嗜茶渇 こ颯 秩
米

りヽ

ら主 ア lL/カ ロ イ ドと して 、'水 に難潅性 滋該塩 なか 名 し、 これ にゴツ

ンジン (スタを
“
″務筏′〕 (1)と 分名 し、 乙の塩基 にっ し}て 汗 な した。

2Zれれπ″降 rよ 黎″ /ク´～ /ク /° ′梁外後 丁にな い黄緑 色蛍た彩 t

教つ蕪 と六 粛盤状 発で生気ヤで暫時黄 麦 ,ス 索参新 孝´び にか 子董

測た結 果 Ci7月二′03Nに す致 ′ (ゴ )ぴ=-2`2。 (ェ ア
ー
ノール 落液 )

を有 す る。結晶性 めハログソ私 水素酸 猛 、旅 該塩 ′重厳咳 塩 のキ :

特 にと核と CF7 H2′ 03/・ H″ ・日20は差 め て水 に難落性で ″

Zノ /～ 2`ガ (`花こ.)の 者輝 ある蕪 こ二 負甕状 発である。 またく

の移 %夜π2は イ′′
`′

～ 2ζ ′′(Z∝ )の 無忽髪以議でC′7

H2103V`C計,Iな る征洪 七右 す る_

'あ
彬 ば 多像処診ノ 法 に よリ ッ繊グあ多%争ダイ 基 3個 、ε―

ゃ

基 /ダ を 有 し′ Ⅳ―夕が 多 〆 碁 を冷 有 どず ′ 水 酸 な ア ル カ リに 不あ 、

甕化 第 二 像 落 液

`冷
時 温 寿 と も にヱ こ とず ′ πん,∂ 反 た ヽ

多
後わら

■ ″ ′ 及 た は夫 準陰牲 ′ユつ £之み蒻後″ ガ6

薇 %zι
“

丼 及た た望せず、 しか も N― %ガaリノ 基 を有。し ないため本

なスは,Nを 合有するものビ淮たされる:し たが`つて次の構を示牲

式 て水され る。        :            ・
i

Ci7 H21 03 N=一 C13日?(O CH3)3(CH3)(≡ N)    :
″ み滋滋 (・ )を 考宏て後″%′ クル蒻

に誘導し、これな /ク′°で油洛ヤ 3′ 芥同戒ニカ款 だけ笏影″ん 分

米ス向募
`し

て用紫競核′場魚´蒸メこなど一致 lz蒸痛菜 ヒして薇 用される。

彎 ″ ″ 2ム
'″

′み あ 液 場 あ あ ″ 銭 滋 乙

み妙α
“
ク% ″πタソく死

“
滅ι4x ′ zグ .

(/)

●

●
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解 し、ウ雀こ‐種 のメチ ン左 基 iC′ξ
「

230`N(軍 )に 一致す る 物 ′́.

//6～ 〃ι°め無そ板 状1発 を得 た。
1本

劾埃 は之友 た友 は 〕プーニ2ク
(エ タノー ル落液 )て 多少 の次 た性 を有す る マとを知 フた。

この ように若 るに 〃ジ %_″ 分 解 を ラけて メチ ン鬱ス の得 られ

る乙セば 衣がるん%″Z義2が 永素な イ ツキ ノリン核 t冷 む ビた
iえ

す o

に足 り、 ヵ易 雄 物  に た してモ だ薇 %て はあ るがた た性 を有す

る zヽこよ り Z″フ′″易粛乙物%形の掘叙接 なあ ケ くとも /個 の不斉疾紫

なこと有す る 乙たが わりヽ る11(第 ノ表 (I)′ (I)参照 )

多々′″%〆 ,ιttι
′

C'7月 7:0,N

εl:メ、り＼.出 (H3」■二→c二 o

CH」

触

くユθ反
▽I   ch3

=表第

●

警騨 :計予聯
`H30
C月 3o０
薦
批■11
CH3

0●
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CH30

CP′ο

刈χ
‐ 瀞 ョ

~刊
20

4`‐″ η-2・ 彪〆―

物 ″

/りあ%ああ2づ勉″レクセカ乞″ %慶∠ιん&夜 cル H130,N・ ε皓 I(779

は 多″ 22′～23′° の 無 乙 小柱 状 発てヽ 、 zれを 多二次
場 を 物 易 今

解に 紆 レたと こ ろ メタ ノー ル を承 張 して琢 メ チ ソ遊基 z口 な した 。

すなわち窒素原子に降黎 した南荻紫雀谷には水咳基 と共に水 として

旅偽レ縄ろ フК索承子ともたなぃくのと思われる。(多 ル機(17)c)参照)

茨降″ダ厖 勿  (1)た水簾咳ヤノプロム・水簾咳茨を預下 ′
‐

/毛ルのプロムをス承Qぜ て行Lら れる ″7/″ ～/ん °の網 ふ状昴

は 6′ 7H2′ ο3N3ン lz一 致レ′ ノ笏Z″後ιみに あ ″″ダノ乞 に相ち

する。またぇがあ″″αttι (I)を 水離畝ャ ′易  ク セ解綱栄

として解散遜スすれば 71t未 ノ毛,レ 七八炊レ′黎′〃ノ～/ク ダ あたス

ある窯こ家教ボ発で cノ7鷹 3θ3Ⅳ なる額ギ●もっ Zンタダ2´ ―

′れ χルに (7)セ得″ ので 烈死″ん″ 12は /個 の不化和 二

竃化ハι有するようであるが、得られたグのりあ Z彪″ノ影2と
唯 ″

法 に よ り不惚 和二隻維 心 之測 スす るに さりに /個あ二賃 結合

のある こととまヽ したっ

前な μプレρ%%分 解ρ修采と考えハゎせて、      lZ
は2欄 ″不たな二重絃△をおし、その十/但 ぼ粋触遂えによつて場

易にメC欅化これなレつものと思われる」 (第 /表 (I)(7)参 照 )

蒻 ″%易ι鳳 /‐7%夕%´〃〃多 分解で水索化 イソキノリン旅 の市製亀

参 したた けヽてヽ 彦ろ無蛛 僣剃勿項に刻ろしをなかったバ 、
ゅ ι易 ―́

● .

(3)
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′″揚ィン1´ αι〆怨
`1乙

っι}て 妥晨 〃セ
lι

`′

ラを″′
"'々

,ィ″z´多 か解を行 しプ霰層の目的乞

整こした″

寝より渉 。わ械 誰れ づ後

"み
ん 滋 (刀 )は熟色亥赦求ゐ

(4″ 2/2-2ιデ (ノac.))で /́7″23 θJ A/=ε ″31の 組 決を有す

る。乙れた 後多
タ ィグπ%イ∠滋 に友え 夕′分向 //`・ 厖戒 皮わ

熟 し、工ニテ′ノで潅性メタン多丞 ど彩 牲 /ヶ ン杉スを得た″可汚

催メタン髪遂 は蕪これま発 (″夕
.〃

夕～/2〆 )′ た表ス友

〔
“
り″=-3・ (1ク ロロ六ルムだな♪て、ある́ 薙落佐メチンとスは無

色針ボ る (ィォ
/θ ク )゙で 波 1え佐 は な い。 乙れ ら2彦 の メ ケ ン髪 基

ば変家を含
`該

の劇裂の力匂パスるzどから生なするたあで、かグ

芝t■テル可潅性のもあを 皮―メケン (四「)と し、そクでないるの

を メーメタソ(7)と する,(第 /表 (7r)(ンつ (爾)参照 )

潔― メケ
:ン 滋ス を水酢亥 〃衣十 Pd― 久 てヽ そ飲蚤 なすれ |よ

｀
水抹″

毛ルを 重か に吸枚 レ、無 こだ0人 発 (ぞ〆 /′ ′～ノ/′ つ の
イタ

瀦力′―

2ル 4〆 ″ 易 麒 た多 る。永物 腐 の ″ ″ 場  (X〃 )

は4状穐 (“72フ アル 12′ ′́ (〆●ι:))て 、ヽ乙た と ク″タスタノ

ググχらめ″ん とし,前日旅斧二次〃″ ゎ 分解にかけると

ズーχ蒻裂ノ′グビフ物冴玖ね  (x7)(タッ タノ～27ち ε/'層2夕 θ3M
効 牲 )色 生戌する .ソζ上 次―1文 ″ 場基の多二次 〃%笏z―ル

黎 ば蟹素 ど不を表素 との建後の劇裂とお二し、舗衣された室歓

子ま長大端 之する長豊後たハ休■生じたちのと思われる。 (第 /表

(フ7)′ (χ′

'′

 (X′′)′  (X7)彪永スく)

カーメタン塩ムのグ多″毎嘲%&(′χ)(72ァダ～2ス
“
(ル.))

か ら得 られ る 名 ′ 多 〆 %ン ίυ多グ教乞 を よ―メグ ンの場ハ と同派

力
℃′″%笏%を 分 解 に着 する と黒 色小柱状晶 (ィ′ //ノ t//アつ の ノ

ー

〃 夕 ″ %/2夕名ZえZ″ (X)を得 之 .2の か 鮮 に際 レ、―労 に ビ

豊,レ 基 を生 じ,なガ には笙索原子 を晨 末力 とt/た 挨達均該k合体 を生

成したちの之えなされる。 (多 /嗜そ (η )″ (′ X)′ (X)姥
^照

)

残多〃励′嵐～ ″〆″αんιた ク″玖み〃ル (xア)..
(ク″ 2/′～22 ・́(み C。 ))七 %″ん

`〆

%″ ″ダι滋乙t経

`ク

)

●
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歯して茅二次 ″%%%多 分年に´け`ると ん 場″ツタ多″易π

おょぴ鎮色材状́駒 (7/´2～ /′θ。)の あ ―A/― βとに (x77)

を得 ろ.これは C,7H2`θフ・月二0に相うし、
フジタイ ま で

″″玖yツグ基」徊を有するzと が解つた。
(第 /表 (xフ庁)′ (X79′ はη)参照 )

以上 κ〃νπz′ 脅曖″πみ た ガヽ`3日の〃夕 か解を受
けてz%ι″∝ズ影亀ヵイを″%Z%牲 t茨ムして こたと雄 ∂ぇ4る (xπ )

を得た蓄笑は子懃猛り ヵメル多%み がホ索たインキノリン核t石

する乙とおよび
｀
ぇ酵 のし移 鯰 ヤ の室衆承手 は三ズ%に 立っ第 3敏

室素であることな預 付けるもつてある。

次に残 %クκ診″疲錫え残 後 の 〃グ″ ″ 夕 か 解 で得 られた

ル
`―

Ⅳ―β4-(× ″

'″
″ Zん色 〆 基 お よび

｀%″%〆 基 の

花置と来た′ 乙れ によつて ′
“

―//― βみ%の 構 之 た擁窃にするた

め、本物 資 のもっ捩顕 表紹 合 ゎか各彪紹 と試みんとして次 のな

んと行 つたし                      i  ′

ま■ クプ /′2～ /´ 3° ρ 賜 一″ β姦
“

セ クロロ六ルヘ落 液 と し、

すゾゾ畝イkを ない、生ずるの のダ滋 之か解 じ生べする責経
`治状物資セサ Nェ ノノー )ン佳1カ リてヽ花かにpr2潟すれ′ざ菫うに鮫化む

れてカリウム雹老生じ、この水渚疲を該性 にして新べ
"ろ

白・色係ズ

物を      み て 〆ヽチノン化すれば再ダ承物瑣バ得られるt

乙の幸失から 2‐ Á/― βみに のオゾン政化で生する物瑣は磁この:メヽ

'ノ

ンiス テ,ノ であ ること|よ 明白であろ。 これを花認するために長時

向淮アン宅ニア水て派盪し ・ヾ煮老殊状品 (物′ か )゙の 咳 アミ:ド ぎ

得た。か新'(ケ 采 魔 εな月23θ3Al(ε′ク〃2′ αと・εθN月二)(χ7rlr):

セ相多レ
ー ″ ム lよ 2に する。政 メケ″エステは ・

後の契依 より永ル

^ア
′レデヒド

｀tジメドン縮心体として群材4し た 。

すなわち′
“
■″―a縁2 は ナゾソ蔽化で水ルヘアルデビトlお ょ・〆

欧 メタノニステ′ノ (x///)を 生じたもので夜J後 のた場 は /ケ /シス

セ、次の表素原子に|ま %グ‰濱夕ごス と常かする才と庭た しヽた。

(第 ノ表 (Xフ )′ (Xの′ ()ψ′)ジ笏1照 )   .、 ■ダ 1■|

(、ζ )

● 0



ら

かくして得られた亥メケ″エスプ″(X″ノ)に 対して多務夕″

裁次を作印。せて耐ル物とつくり:・ 逐/ヒ ァンモニウヘ花衆落漱でか

作しく得られた多多綴アル‐コニノノ(XⅨ)と直ちl―tF%″鞠亥合有の

煮水 /タ ノールとJ時向水溶上で″蒸腱水 し、暗ホ憑 色後よ物 た得

たも本物女は結晶た 日薙なためベンゼ ン溶なとし、クロマ トグラフ

蓄裂までカメレオン燿液を互ちに豚色 じ二隻雀心の存在t示す黄こ

確状物 となる。 2れにケこのメタノー〃とたえると %′ //′ ～

/´グ の来状品が得られた。 '

こゝlzそられた イ́ッ年塊 本 (χχり とタロロホ lレ ヘ溶液 とし才

ソ
‐ソ核た後、各られた シ α復錫生 とか静レ淡女

“

油次物を得た。本

膀族片フアシゾ王な ノアゾモニア・ア′レカリ性薇液たともに盗え

しないが、物 ′ 反ハ露列とで C″3Cθ °CH2~の 存在 たスすの

で蜜嗽 ヒド:ロ
キ ン )レ アミンど酢欧ツ トリツムにより無色針状島

(クケ //夕・)?オ キンムセ得′_今新の修家は C4Hz′ θ3J
く C/4札ρ亀‐N01)に 浦当し´ ぅグおん

`咬´こ基 z凋 の青覗星を禾

す。 したがっ`て秘 せ ‐
―

こ林 (XX′ )で あるてとが雄宅 した´

また クルクタ∠基の機輌置も判唱 した。 た2ノ2をたこ体 (xx′ )な去後の

‐
9‐滋きゴニトホルム及たち性,ユっ東ι窪晶■ψ〃

`つ
としてこ

れt描 従ヽ したの
`鍼 年券易 体 (XX)のオ ゾ ジ酸 イヒにょ っ て一方 に

アセ トン tが高し、セガ に /雅 のんグリルc本 〈・xx/)を 生ず
｀
る こと

が 昭らか てな フた,(第 /孜 (Mグλ (XルD.(μ )′ X`x/)力 スヽa)

ス上 わ ―パ年 3教  (XT7)にせ する灘じ欠の茨素 壺郵晏クか 群抱蒸緒

£」Fttπ揚塁ン舞Z受麦身:ち〃
皮易質 (√ )の ヵメレノン咳イヒ之竹ヮ々.サ なわち ″ 務́笏察乙みに

%″影
シ/4″幾み%ルと の水燿恢乞 7′・でカメレオン該イとすれはい

まえノンρ玖索に紹者するヵタレオンを消費 レ熙こ燃 晶 (ηク/〃つ

た得た,zれセ ″″ へ゛ピン歿 (′タ ノだ。)2泥荻するも駅たな く、

これを 2´οウ以上に力熱 してそを結陥 (η″/7μ°)は 2_ヘ ミピン

該蕪詞くな (,タ ィバ
°)の泥属ムの結果△ベロー物 であoこ とが`鮮つた。

●
●

●

(`)
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Zの ように ′″ %%πみに のカメレオン酸化 によう てみ″ ヘ ミピン

畝を得た以上 ;上認 2“ ―N・ θ″に の教茨の分鮮てヽ得たんどレに 体

ε/夕 月2′ 03は %=場 ″ 脅
…2-ν均 趨 tグ ″C~2

(XK/)れ薩にされ る。 したガミ`ってス      のイと考η翡杢笙は (F)

で 、′住 およ次
｀
ι仁 にある2個 の二重絃み のヤ ,前右 は ″グ4″ψ´―

ル α%易多ヤに通ζなこれて酒裁レ、多し静のク重ぇに龍昴えレて裁

ろ Zど とや つた 。 |

〆―らヽ よび ノ
ーグ7場グしある

グ
でみ /(χ/7)および (× )の 表 紘

丘たで は じめか らな 左 じた ι在 の二望 結ハ 獣た の新生 した 2イ回の ニ

菫 修ハ ィビもに 一か に監 丞 され て ⑫ ″先′えあ た ィ グ を 力 機 %

(X″ )に なるものと鋭明ゼた 、准た城醍窄ズ (ェ )は 上贅 があれZ移参

の絵マの及養セ筋えに誕質できる ,

そくの防こ鮮瓶ルが
｀
くの体たにフエニノンェタルァミン禾およダ アリ

,レ アセチノソ系物瑛あ鰭き でベンジ,ノ 八イドロ インキノリンスあるレD

はさらに進んでビスコクラシリンスアルカロイト`な経なする(2)に反

して乙 lゝzは フェ=タンエタルアミン系およダ脂肪玖ア′レデヒドすな

わちポ〕レムア)レ デヒド、アセトァルデしドおよ次オ■ンアセ トンの

標な物質の超二編ムて      髪蕉なするとヶlク矢例とでセ Z

∠は実衆あるものき考えられれ 、ろ。         「

茨た松ヵP)は あ
"珍

Z″ を́め″ノ蒻密′ εノ7月23ら Ⅳ(7)を

〃夕 に π か 解 しま得 られた Z場 ―ガール残父 (X7/)を さ らに数種

のか静次バ厖ハケ 考∫―ιん税が後ぁッ
ー2-ク %′ み

こ権たこれるわ 緋ミε〃月2θ 05(X× r)t下記のに話で‐

ιゼ場″ιク2^ノ2多ι (ズ X/ィ )な 原洋 としてハな証要し、物物″務覆

の碁象選2とZた した,

●

:1::'〔こ〕rci曝
月こHO十 日聰

:‖」:0よ :L器 粋

(V/1′ )

認0轟轟識覧ヂ等
(Xχ 17)  COο C2HS

(7)

CH::ア
〔こ〕〔:::llicocH3
(χχ′)

● .



`
うなわ多 ιタタの2″クンで (XXノ′)と まルマ リソ およダ 濃塩欧 と

こtに オu熟 レ タな /ク′°の無C力l敦 臭油 之得た 。
‐木物 凍のか紺 雀采

亡ε′′H′夕02C]に ~致 し,αね%崚″ 基 の位置は松 )'lら ′)

のノー
`物
夕4〆―ター″影みか―

`―
クた2′り%`て多ιυ%好脅たのプロ

'レ

メチlン

イとの笑例 liょ って (XX′||)式｀
で ぁる

'ど
が
｀
そ想されるガく`公つため物

歓 (μ′〃)を 常温で力Xレ オン核化 して多← ヘミピン弦セ捕坂 じヽ之

ので工 に %`― ′を物たしZノレ%竜舛
-2=σ乙4/形

影乾″
%名/′

ο〃老懇″滋死乞 (xx′ノ′リ

である こ とをま■昭 した 。

次に (双′〃)に アセ ト酸酸 ■ステ,/と 作 調さと ,各易 にベ ンジ ノノア

之 ド確 酸 ェ ステル本 (XXノア)を得た,本 ェステ lレ は負 色彩編 力 てあ友

決 圧下油潜 澄ス タ″
°
でも宦 虫 しな しヽのて`濃 アン毛 ニ ア水 と長時 尚後

ユ して熱 と小針 犬 晶 C学 なクつ の該 ア ミ ド
｀
を得 ′か片 の作禾 、

Cた 〃ユノθ4Ⅳ (C件 ‖′フθ3・ CO N月2)12~致 した 。化方′―がる強絆~

″
′π

翡%潔 な の分析鱚 采からも本三ステ ,レ ば (Xて,7)で

ある2と がわか つた。 2の ェステノンを
`/苛

性 ソーダで振 盪鹸化役

′わ″旅 欧該性にすれ |ぎ

｀
縫表亥 ∠共 に ん荻場と 分 解 が完了し 、生

茂油勒 餞 ルタ/み ～ん貯ρ
の埃《薙租 油で鱚晶イkじ なし、。か絆経采

威 εノニ月2。 0′ lz畑当 し、容易 に∠捗娃々 羽0持有 のあ緯誘 導体 と

生じ、 滋 12簿 反たは陽焦 であるので目的物 質 名 ターダ易複/2α彰
″

2-ダイ′ιん笏夕″425る%に (Юぐ)であるZと きた家で′ Zれた

嗜Ⅲ θ%〃み ん唸を作用さしく無と分状発 ζ″″ /2ダ )の オキン

ヘとし、々Zz%%ι後 のか解 で凋Lら れた ケトオヘシ4(7,ノノ/^//7つ

Y燿絃 レ同―力疾でぁる乙∠ t夜認 した 。 zゝ に′ダクみ は構

整式 (1)の ようにちご/      ―ス物あつι―ら/― 修́彪シフ分′ (/;2′ ヌ

んクー
や ″場″

`分

たこ)*)に植 多サろな フ鷲盟 t有 す 螢Z¥が 庭

*)豪丘のズ漱ド)では下たのよラ12春そバをけられ′したがフて″́ ル名πみにぁ溝豊バ

① は2-ク ーθ′Z/′―   ―ι7-ヶ ―

//み″毯 η  (の 多_髪 ″
“

ある。以後 Z?今名

法で召馘墨とぁる。

●
，

●

iI::;(〔

'〕

;1:::]」なci3
CH3

(8)

● ●



●

た 電れ た 。

●
●

以末′滅勉れみ 准た薫迄封 (1)のかな的証頃之目的とする努カ

が種 ″々われ′ノ′́′年菅x′ 水上の′よ下なのよラなハ茂経みで

/‐
^多

%ι″ンルに誘導体の 2Zタン易笏″宅ル反たでc ttt彰戌して)

イ物ψ脅鸞“
笏″ι夕姥 誘導体を得る力までたこ=滋η″2″ ―

々夕ι洗ィをιι/″こと (xχ Xノ′)な か戌 した。

:‖;:i:`:,i`:!:l:〕ゴ:cH`
(1)    CHJ

:#::ワ〔〔〕〕
「εH2｀ CH2

'       十
NH~C‖ 2

|

(××7)      C°
°C2H5

●

_CH301〔
3〕

r16島、
cH2C00 C2Hタ

(XXη 1   6Hぐ
εH/600ε 2月ょ

CH3

→留
llγェ
(XX IX)  CHζ

CHrO

^^^ - tt ------------> 
^ttCO0C2I15 - CHs?

CO CH Nz
t

CHC00CzH5 ---:--)

CHg (Xfn)

Z\..^>!il1*1ttt" c+zCooczis
ag-- i214zCOQCzH5

(xMttl) c'H,

(×XX)  CH5

→猟て
%:館 丁→:施

pab
(XXXI ) CHS

すなわちい のク彰〆鬱″%″%と 9″れャ%〃グ笏姦売 しくで‐

れ グ_       ∂ぇ    から、わ ―

et/,-pa- 2.&< e*L// N- ( 3,a- /z,21t Ue'/*f4-mt*i-// ) -

εH3
(XXX‖ )

● .

、
ノ

●
／



為 ο場   (X爛り 七念 戌 し、 乙れ に 影杉
膨後為稚レ(X×7/)七 作

でこ じ めて θノンゥ″
′‐21教揚

後
θL序 レ磁 嫁 /励 2%′′クZιノ%ら後′

―〃―

(ソ物 や 物 )″ι
― ―

XXV//リ ピする。

乙こに得らたた″ ,́′2 2'´=2/′
・ め緒網漁 (xX7/ノ )と ′センちてえ

颯後 /屁″ろ ′どで題たレカクテ妨π
`″

易′誘導体 (XX7//ノ )0,′′ζ

芝だ～22ζ

' 
黄色粘紹油′′

'あ

た花 :4″ 〃ダ)を 得た。 次に

″滋
“
ι″″ スたで C瑕 と彰資レ黎色″求晶 (脅′た 2,ご

°)の

イレ
%炒多πル九

"`吻
〆″ 彦導体 (XXⅨ )と し、 さらに残夢孜でた燿 して

み/牧 体 (XXX)と 得た′本物資は不姜ムであるが 、そのグ盪%盪移

(響 ′多́ ～2'/・ (死に。))は笑なな渋黄こフリ ズム状みである。 2の

後 林 t脅  錫核げ-4及 ∠乾脈塩な水スて0
みんプ (文 Xxノ )(″¢″懲%ろら金 .夕 2“グ (屁とご・))′z女 え′乙れを

あ友浚駐よ留する之どにより″ ―〆ルη″場θノグ蛯た夕́ ケ幼4(Xxx/1)

を得〃`本物萩は レ ,́′2/港～/た (゙治温)の 痰安色粘網油で

″ みだZ死しば ″″
.2/∠～2ク/'(グ場 .)の無なフ・ソスス 状晶であ

る。 とらに水Lι )は同係に してη″′2′～22/マπと:)の 〃 あえ%

●
●

七与える″ご
=‐

αクノみ鹿多″夕″滋易2(xxx7/′)(″′′22/′°)i
だゝなした。

北:(X和―
“

cH・ Cめの時
I

Cl12    cH3
(XⅨ″1)心

0。 c2キ

→撃湯ヌ〔I11)|〕
IcH:

●

―

講:ICて 、ヽ

,          0 (χxx「7♪

`XXX7/ク

→   CH30
CH30

９

０
銑
嫌

く′́ )

(XXX7〃 )

cH,0

● ●



●

●

●
●

しか し た欠>説 才
渉 oィが 効 物 務 ″ (取 X〃 )も ″

`―

ル
を

形 み 移 _

れダ易多場   (χχχ7//)イ C瑕 の三菫縫かの位置が木証明でぁると

いう%点をでするクなむノ蒻揚%″滋=か らそぅなたあィタメカ́―
ヵ′ろル%み ″2Z′ιttκι彼勉 (7/)と も△致しない。

1

若力らま″磁″残ん の准た群之式 (1)l観者するな⌒物セ春滋

し、そのねたの正乙量滋ある日飽で所先 と資めて きた ,

まずれ滋多ル か 裁所寃のそ補笑聡 として ル雀π多`ψ
多裁勧朱 (XXXメ )と 谷減する目的で N― (β

―■
“

―κみ″″      )
二双tグ場 を グ (XχXフ〃の を あ ク 物 ι ヤ 、′θ″ 3之 層 ИてZあな彼―

ノ      灰 心 に付 し′肉寡 Z読みたが 百符 γするな本 物 (服Ⅸ)

餞冬われず、相脅サろ Ⅳ=置教 2-″髭ル7ングみ あ Z:KXと )

があ枚率で得られた。な方 ″―(′ ψ多″力杉
`)・

み ,F“″ス(χιl)

とわ潔 5∠わ熟選茨すると趙イ して
ゃ 多″多 易1%猛 (χ脚1)

が得 られるたいう教掟ダ)を形誡 したとこう鑽釣物「(Xと′1)は そ られ

す、前例と同旅 /(β「μ 鰊 〃 〆 〕―メー彪 多
ヅ %ψ 後 率

(Xlノノ′)がそ られた 。 zの 著 笑 けホ量 の′ お よび
｀
伴 イ)に ょうマ もあ3

個 k確認 され:′ また 場 夕π′GヶえaルF)に ょって も宿 橘 されたら

・ 留〔も
―醤Ⅷ

(X双′χ)    ●    (溜 χ777r3)

したが ?て ス末 の多″杉″″ ″ 夕 に ―と (×と/1)型 /FLへそ

がア )レ カリの作調てヽなら に派狩 ′ング″   (Xとノ)124:る という考

えガ 7)と 次ろノズlJt得 られた″―(βフリ名″践ノ彰物〆)― 以―
`ノ

イ子%″
´

ダ蒻 猛 (xとノ/ノ )が 下記のような森薫 で到く蕨化 ァレ坊りによ リ

のイが必%″ (Xと′)になる_すなわちよ―位を)、 ログン`承子を有する

1(//'

鼻 %端I〔〔〔〔i::::II〔 iiil::::l11::i‐

(XL11)

CH:鱚
サ

ー(aぅ

(χとι)

%サ :

(xLI‖ )(×LI)

● .



●

●

η 多 %務省 たが /み ″オ性ィーダ水落表て遊落し、直ちにヤ向

体としてαラタ%みあィ 琢
“
′ (χと″ち が生成し、2れより臓厖ンヒ水

索 12よ り原為′厖″″幼2(Xた′):Zろ ど
｀
るものと考えられる ,

m―

雫

|

(Xと//1) .

|‐

」≦と言 %
(χ4/)

乙れらの孝笑 なた の′クカZみク後 ノ 多
ιι

`夕~お よびわッ ″診

体 の空素原 子 にせ レズー在 IZノ ロヽ グソ 孫子 た有 する坊 ダ綬盪 に拡な し、

それく
‐
れ財 たす る2-4/Zダンを

'2-″ ―

′′易り Zι力ヾレ
“

休が生たする幸な知つたバ●、:バ ー遜挨′=ん″二χ惚 本と多ん夕後んな´

μりた場をυ灸磁
=及

た く 内ヽ 颯 する ガ法 に よ ろ年ル %″ 似 場 宅 か 戌 玄 はれ

常な雉点と有するみとと拒ろ鰭ズ∠なした。をこでノ ″́ 本の
歯坂色基にし彪一塵οハ城所寃を十上しヾそめ重えば償体 で ある

″ ル を 加 劇業 により′滋 のあ な の― ″ 床

のかなな目的∠して所 %を 隆″だ。

ます ク 薇 稚
"И

て茫
豹 ―

贅η蒻%誘 導体 (ι )を

そのさ戌″先駆‐物資と考 え、乙の

1′ :1 1:|

●
●

●

CI::X〔
3〕

|:::1,Lι。。cz きヽ
cHs tt\

, "- \ L/

%鍮 ″ ん グ 疑 αあれ物`か解で ― ん。基に友ぇ乙

れを二屁該サトリシムて`ただ しく //ι勿7〆 ムにレスレ〕て

基七導入するか、あるぃハ薇たとしてブロムイヒし、さ

らに″ 窄 簿べ して″″一

―
分ιみ′々ιZク″レク%″

・(・27/)七ハなしよクとした。

1瑕ね N― 置捩 ′クゅグ
ー

誘 導体 (XL7/rl)を 谷ズする目的で

″
究升

ん骸Zカノダど
″ )の

力 法 に 準 じ て み ″ 夕惚 ″́
り

だ2″ク易多

(ノZ)

οご`3

(=勧 )

●
0



●

●

(X左″)Yχ感 が 〆―η れ′―′~   あ滋 (χι2)
セ鹿 々の条件で R″″ ′ %々 の落 左下揚 魔選 元的 に縮 心 と し

″

めたところ子期に及 して″ 菫敦―ルタタグ〆″ 誘導体 (xL7//ノ )

は牧率よくそられずヒ々のすと物資、彪謗聾曇物浚が行られた。

罵OttH2
(χ と17)

C00ε2HS

:            `kci′ :ミ。c。0。 Hょ
,

CH3    (χ
とこヽ )

____:> :I::7(3〕
:1:為 〕ωοciH5

CH3

(XL7///)

●

(X17//2,

本物
ネ

と 残
み

な 法
/Jう

件 去 雀 または り 乙惚義″′ 法
の を

イレ,て 製 し〃 鳥ダール 易 履 物 ヲ ″ ″ 往″
`1%″

グ ル (xι7/)

セχレイ屍夕れ之 十 勁ά 銭 ¨
移

冽%乙死2″)と 認 レ〕て紹谷 ここ 目的 と

する N― 辞 ′ク 後 Z― 標 XL7///)な く「た。 乙れ 立

“

〆 Jて 菌

瑕 ノ逸え して み η `″―

―

多 聯 叔 ム)と した.水物女 の

グ場イタ%え′
"%〆

基セ薇多に麦えプロムなノタ)したのち馘 グ
基と導入する方法てば薇盤が照亥レ不戌オであつたが、多二のガス

∠して 物 Zttd分 解 が で ″笏蒻′ ス にし、乙れを
考″%%ンピ

.. 基 とし/の 次 レ1で 〆 %ι彰″泌こ ″″ 存在下、     ″総″〉

を作用し めく メチルイヒに戌坊 し、日
"と

するル″―― 名夕
み ―

X,w e*AgZ ctLazLs.acp-h-a- z e4rZ czob-nata &-ud,iu'm

α2を な趣レ)て だ施/燿 緒春/2)じ 各 られた ″幼′z〆

よ―夕 勿 ―/― クを22ち2      (‐ XムL)孝 梃署丘墨董ジこ象りに ,日

歿しクー易″ゃイーξ―ε乙え%ε″ れが 'メー″わらごχ易2
(Xと7//)を 冬 た ″

日
N

°

9C00C2Hぎ
CH3

(/3)



●

●

ノぁ22`ね形を _(■77,を イゝ 戌じ″乞::ス 然 ジィジ乙え″   (√ )のオ姜欲遇色

込では ′毛ルあ7K素 吸救 があるのス でε業 の2イロの二室鱚ハ の十 :

/植ば立しなされずに茂 り、じれ ″先δ々
"屹

褒%移″%場厖 じガV手 らゎて

ぃなnづ、ヽ、ゎ バ△裁した ′αct― 夕 θえ
"%%あ

みた1

(左7/)|よ ″      誘撃本 てして奥味あるものと思われる。

また本物資を有らかの方法く碑レか簿魔7Jぐ気にズ〃すればれ場あ蒻%
(I)か戌の /つ のた場ともなり特る。

本イ先に際して´冬《翅審懇名なる御お導セ賜 りました恩距束火人

と荻藪亀かな沿先生にだから御曜 申上ヴます:肖、外罐先の大半は

火政大隊葉岳製立学教生にお Fヽ て行つたるので種κ研気の夜宣き計

つて下さいました大萩大学荻接承斗者一火生にゴ謝致します。ま之

入茨大学来な4ス索分析笙葬

"焔

g黎た生、ホタト吸牧スベフトノン洟d

えおょバ挙lえ に協方を規ゎ ました人灰人孝ふ祈孝荻笙′後木夭代子

機 )末 ス人とオ氷ね 孝看炎所 のた上雄花先生にパ磁確致しまう。

●らに黄菫なサンプ)ノ と恵与下さし
'ま

した家ネロ辺以菜氷式公れ

LTF冤看 の叫脅正く鷲士に深景 いたします。

●

０

●

(/″ )

●
0



●

●

第
二

εHョ0

CH30
εH3

(χχXlχ )

●

cιてJli~ (1と )

(Xと2) R‐ CH3

θてい (服 7///)

(XXX口‖^) R=ε ttσ

● .

〓早 RЙれとみ z誘 導体 の合 成 '

第 一 節  N一 の鍼ンクか の グ 滋勿 μれ塩 の

●
●

アルカリ処理によるN=ι〃アプP… 、の

生成 ζノ)     _

玄率 のよう.ほ イ の 形″彦′ 力蒻 グ場 y♭夜ね象2′ の圭 ジ〃 カ ロ
1                ・ ;

ハ
｀
力穆 ああ之 は丘旅 、松 々 によ りて Z“物銭クしだ―ら Z/´ I

″ 名笏-4イー
・″笏務,Tィみ″~クレグ″易ク

(1)/)3)で ぁる4とぷ羅たこれ、乞あぅ裁を自などして所えをZめ

てきた。

:驚i猥詩
九

( 1)     釧 5

れ して N― 準浜 ォ ″   (χ
夕 の 場△ と口派 ′Ⅳ―置換Z″滋よに

の ι
^″

ミλ酔
′彪膨夕 及小 による歯妥 も多場であ 多 之考 え、

ノ々が有多売″τれ 会 な の質,蒲実験 と して ″ ク

…

  (XXXフ
マの ツ鑑な

燿 |て
― ″ 笏 秘   (χ

χχ′χ)せ恩茂じようとした

がそ期 12々 t/て 目的力嬢得られなからた。″')そ のおりに 一`逐躾

フー    Й多多クル″z猛 (xと )が行られ)永該たナトリウム熱

イ で多 易 lZ沼´す る′π ιわ ?L(XXX77〃 )に ム ど
｀
る ことを知 フた 。

(xとぉ)R=C月 2・ 仰 2(〕
:群ど

(ネηアW`)R=C月 子
・
f場 <X∫甜 i

(L脚 i:‖も)2
(1:iii:li:|:::|:19c2H3)2

(/よ)



０

●

したが つて 乙η 及 た 色 次 の牛 ?Ⅳ
´
″ 多グ

ー2-膨珍 饗
″

多

κttαπ沢2(Xい につ いて検贅レた結采′ N― 夕
‐2-晦汁 航 螺

之か牲 N「 置換 みレ″ダ″ おヽaη″)七得 るなスハ てヽある 乙どを発 見じ

た。従末 ″燿%〆―′ル ク塑%イ ー2-4/みあ″ 体 のか茂法 は多数教

七これている。たとえば /― (′ 1′ノ2″ι″し〆)― タフ物幾〆ァ″蒻錫易笏

多夕″%多 ″揚%/7″″   (ム X〃′)を ベンゼンヤ壺第」のアルカリ

落液とホ血塩で処理し相者する為″象″侮″寃 (とX17)を得てレ}る 。22)

れに物%′ a″後ングのはヵ
誓片膠

χ
ち籍箕富 8(漱 7//1α )lZ友なさせる力漱i瑯牢場 t

め咳索 のな置の1療を ,かクレ後 本が・C‐ られ る利魚がある。すなわ

ち‐クT      Z蒻 髪 を 脅左ん録務発 2に友え、これたョシ索

とん″名残″蜂 く`外髪 して得られた 批毒茂 雄じ休 (xxxァ〃ぇ′)と

水幽 ヒナ トリウムフK落瑕 で,時無理 して N― %髪ルゃ′-2-′
″ ル の に

に変える方法て、ζの方法では″%Zル多 オ々 のズ在のタ
基が

R夕%らを物そ の政素の入る場汀 どなる′

まずN― 置晨-2-〃″ /74の 生成lz噸 して、その原寿となる

N― ′多ηι-2‐ εろみし留
`滋

れイι″塩セハ成するため、み多%を _

)があ物4(乙χ乃りよノガ″勿%にグあ 及たで得りれるスージ多ク‐

ρπ を″ にXη′)に イ滋μ〆 移た′
枠 :′

幾メ 渉πι々 と

な 仄々ただじめたが、θ.屁ルアクユ3)の教機のように′撻夢側の

“

イa悲た の指論L下 2-″影惣 7夕を み がり ロヽ グ
｀
ン文

裸 愛 嗜て で 〃
″ を グ金′ 〃

み ごん の生成

之洋 い う ゝ N― 竹 必
物

ι-2-″
ヶ 〆蒻 あ ″ ´ル務ル (α厖 )′

″―e″
アター2-κお″し

の
“

ノ″ 場ノ″  ∠卜雄 み 、(ι XZの をふ 々生え

し、承初 目的 とした N― 置換 -2-■んの姥角%“ガ″|″ルタ%歿 は 乙の

ｔ
ヽ
―
―
ノ
ー

(/`)

●・
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力 去て は各 られ なか フた 。

(とX74) R〒 CHJ

(ムXL)R=C2Hょ

(lνア/) X=N172

(左溜 り χ豊∝
фχ

●
●

`η
2種 のχZ姥雰本 た /′ %71K政化 ナ トリウム水洛液で八乏 ブろ

ことによ り家易 r_日 衡 とするバー%aタ
ン
′―,A/― (売

り′-2-〃″形ろ留子

とふ 々 7く ′%′ 夕こよ%の 衣率で得 ることができた。

(左Xこ|||′)R-6173    (ムX′X)

(と Xア″′
`)ス

=C2月よ

品o
(χι〃/′ )

血夕 2-どん第ηη易ノタ (ム 担ア/)は ″r物んタレイー
みノ修́ ″″箸

(XXV///●)七 ″略 でた理することによツて製之られる。2⇒ ′γ)

さらに2-あ術π解
`み
後 ∠α″ノイら形ル はなが`あまり

`啓挙てないので″―ど多タイー2-″形鳴ク易杉笏″%4(lyr///4′ ムχ7///b)
よソ2-Z珍 ´ 本

=鋒
て″―″クし′-2-ん″■Z″後 t谷成す る日簿

て 2「 ″繊″14″″ん
η

らとり /認 滋 の 反た と試みその成績

ムを滋多蕨 之ヱ粛酸 t層 りて ″食升
∂な したが不戌オ之終 つ.た り

0%νttZみん九 2`)IZよ れば 乙の場 合曰簿
`す

るル タ24〆 -2-

″ ″たιし″ングιι易多為ηι乞ク%宅 ″ Z″を (ιXZうグ4)の 矛ぞりに ,A′-2″し〆

-2-易 ―ろみ ん タ ル %″ 物 ウ ル ′易 πιル (ム X/χ )が

生成 し、本物資 を水酸化ナ トリウム水落ズ とZ時画選流 するZと に

より序 盗楔ぇ―
ィ笏%Z核唸 が得られる ことが知 られてИる。 すなわち

′―
― 夕

歩 ´ メ ル名ク
レ

ια残ルレ は不戌オてそ期 した

くムχZ佛%)よ 冬 られ ず 、 そ のパ リに 生燃 す る A/― ′ι%移″―み ル 彦 払 ター

ろ2-饂 ル を4″滅κみに

`そ
の室 索 原 子

'z´
ι

り
だ ス が つ 。lて レ|

るた め ′ ノ物凌ジ売鷺η
“
た ′て あヽ 多 クニ″ ′ 理L(乙

『

ノ〃α)!Zぼ 茨 ノ得

ず 、そ の たあ 滋 ″ ″タ イヒが 不 戌 力 で あ つ た ち の ビ考 え られ る 。

次 之 〃―″ 珍 `-2-易
χ
っ後

場 物 易 れ 易 ″ 残 (乙χら ,とX乙 )

(/7)

鴨０
Ｒぴ

●

● .
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と /´ %水該な ナ トンウム潅滋 で室温 または 1く 浴上 ′ンレ加湿 サ ろ乙

とによソリN― ″
~'/y「 ″″し〆年2-/′2ノ″密を.ゴたル″物ρ″

…2-ダ
“

ン″ ″を夕で レら移α揚2がら〃「αたのι燿ンピー24筵`%"
な冬たo2の スた弟賠降|《玖土のセ く多 ク後ァンモニウム塩 の /´ %
水眩なナトリウム水潅渡典ガで菫ち に十同体 として の力%%ン
る歳  (Xl′〃

′)を 生じ′隊左た水索勁ヾ`おzつ て目的てする

′~潟好義必7た テ薯休 (xxx7/〃′ノ
:獄η〃ウ)に なるるの と考えられる。

″

したがつてもしN‐ 置浜_2-ん髭脅″蒻 揚%塩 ヽすなわち

′グルレπ 者のよ~在 にハログンを含有する第ク後塩ψヾ各易にそ られ

るならば目的とするN― 資櫻 2フッ%ル4竣夕毛各易lz得 られるものと考

えられる。本法によれば 3物″a cル の
場″χπル4谷戌泌ざ

°)

と同派生ギ彫物嫁場%の咳素位置が上記派ハ森継 lzよ り必ず層のた

旅料あまi八 琶ケン`あ位置にλろ力めt煮血塩咳な のように″ノヴあわ

の2個 のよ―位の有れへ咳家承:子 が導入された沙ヽ その生戌Pπ′・彙

IZつ ン)て 影狭汁しな レ〕ですもとし)う ォJ点がある。

４メ０
´́．υ
´́的

・

R

“6~ Ｒ‐●

●
●

●
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第二節 71レがJ処理によるキノロンおよびイツキノロン

の生成
2`)

Al― (ノ づ′〃―       ″ 〆 )イー花′ク像争物aお■ダイー(′ 1

′勿々″ 7多

'よ

―?μ ″場ι t幣法 に
ナ

リ閑療 し、グレッ角%あ
厖″

る多
″峯

誘導体 t得んと試 みたが 不裁力 に経 り、 その代 りに紹 当す るだ―蓋繰

ん―み ρグ %残 教
`α

後 コ″ 察 バ そ られ た ので N=夏 黎

ク
ツ

荻 ~体 η賜 ′ 後 ~ノ
リ ガ烈接しグ スたは る菌霧は てれ

耗本るとま考えられすヽ′B夕物″ ′ひZ″多′′)ι 次式のゃ く

“

物厖%
(と χχ)の 向瑕によるグレし孵z″みん残″怨ごクタ

“
次ジンのた結ズをガみ

たが不裁勁た終 っく Иる。

117もりさず■
前//1で はN― 激 ―ズ́ 笏 ´ 魏

―
ン をアツカリ理 し

客ろ に畑畜する多ゎ″みぇ株 をれることを明らかにした.2/)し た

がつて本スたて化 の異啜瑕塩ス の第 ′薇塩 |て つ いてく淡対 するため′

/― ″滋物杉κ」杉 み た ,2-″
―″ みαttЪ

“

をかばし、そのアル″り忽理 をなったところ子期 レ

たょぅに r衡 とする ″―ク%イ〆
―ル%′〃物ルを%a名舛 および

ヽ
ル忽″〆

‐

j2~多 ″易贅乞後 数そ うZと が で 憂老´

艤 発廿 叩

●

冊

鉾 端 鉾
叫

0

…

 帥 畿
0

幹
0~

CH3

(/夕 )

● .



4ず ル 勿ダゅ
み ルあ′シ%4姥毎′ の 生ま に向 して、帝法 のよう

Ⅲ 2易夕″蒻ルク
`″

暉 ″ひと水索 お よ び雌覇亥セ作 薦をこ て/7′だル と

し、 Zれ に 70夕3を 作 日させ 、たノん 唸′Z多 %クα%らタイルる。 てな し 、

次 に夕にク
し
″ Z売競′

ル の過夕」を作 網 0ゼ マ水が上 2蒔 向加蒸 レ、

女献れれ の フ7227～ 子Zダ (〆2c.)″
)と

一致する責セ核状品 の
1

/― が ぁ 場 ′″ 九彰ゎた 多″%み姦 蔽 な ″ %の 吹率でそた 。

次IC本 物領セ /′ ぁ 水酸化ナ トリウムフK滲落 と流 じ
｀
、水汚上派盪

しっ ゝ若千加無 し:生 減する油状物豫 セェニラノノで力 なレ、減 蓄

去後 の々 名物 とる 油 ェーテ クンで再結 晶 しtⅣ―夕珍蒻句た
み /― 場

`ツ
クι~

%みるが
2δ

'2の
セ タz,ラ %の ll■ 率 で得た。念のため えスハ新 に有 し、

Z認 した。ホ外 啜旅 入ヾ ク ト,ソ 乏 蔵 〉N― ιθ― 12も とす くヽ吸政が

/ιスz_―ノ1電妨 られた。

次に2-″み 炒
π ι4み のハ 滅 であるが 多易 滲 み た 之 H202

でスリ望 し て 常 法 ?よ ク に
多

軟%賀景究ルに 、Al一 ″ 炭2と し 、
アの 乙 れ を

S02α 2で クロルイ

`し

、2-およダ ターc察物 ッ 彦 み を製 しヽ

政着 を /ガ″ぁた として験スし、 2_m´ 争Q多″z易%“タラたそ のみ を鯰

粋 にハ高 した。3/' 次に 7七み第 z′グ ル物ク後 セ 勿″後
′ィム″%揚炎

で第′依猛∠するため、文献ざつてヽは封管ヤて及たこレめている」ヾ`、

翡 者 ら は常 圧 下 で 行 った 。 乙 の際 、 2在 の ク ロル は 2をクし/C段 錫 %

を発生してヨゥ索∠女換 し 2-/bだ2+場 χレクを た が 生成 する.

次に2れ を /′ 彩 水酸た
'ト

リシム アリンカリ牲にするとヵ
な 質錫多

の履ントと國派 に特 /′ 形 の吹孝 て目的 とブろ 〃―″′″じ〆第2-〃″易必Z
がそられた。さあに確認 するために 2-ノ′以後 体 と文献認粂 の方 法て

尿索七作 嘲そ しめ、1次 にブνオラス戒 レてそ られた ″ 沐 と

た較 し、同一物 であるzビ セ之 認 した。次に上%〃厖死象%物も 場 ″

ツ%46磁%ι のなか老老 らが得た 。み後
"林

ぉょが /″み 体 の/′z
水咳な ナ トリウム水洛液魚燿 1を よるP″滋翅z本の吹重 を示 す と、

次表の項止りである。

０
●

(20)
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第  2 表

状 キ の 結 ス 12よ イ )が π ″ ′ 多
″ル名

“

多揚髪 お よび
｀
力 ρ

″

遊 ど の合笙索 妥政瑕 状ぁ さ初 のォグ紙Zの よう たア
'レ

カリ,2よ うて

カルじノー プレに 基 七生な し得 る場 心 には 、くの窒索原子 のォ レ ト花

の八ロガ ンス子 は簡 単 に属 高 レてP″″″
`誘 導体 セ等咸 す る 乙ど

が判 刀でした 。

●

凍 料 彿 ′ 級 浚 咸
｀
 欧  体    炊 率

″―夕診老4′′-2-ZZα
`ひ

―

.  /″
勿 ″ ″ χ移 滋

″―%をグ場グ′―         (%)

2~′′を
`´

あ92      /″ ´

〃―彬 タ
ーを ― ^懲

ヽ

脅 彩 移 ″ 渉 務 乙

/V― εク鸞〆 -2-

″
″%4     ヲ出 す

/V「 (′ -4%笏ッタ物Zυイ)-2-%″―

ツクタ物 易 ん ″ 滋

″―(βプしな%杉狡ガリだ)      k
2夕 滋 ″ %    ~

対―(βシ残物″珍′)フ=潔貶′―

ジ杉移ダιの C″揚ルヽ

A/― (ノー
/彪鯵´Z珍′ )

2-。
枠 ι

“

″雀    夕′ ´

Ⅳ―吻 -2-渉あがあ 赫

渉 晟 晟 yuno-Ze'ru- 
" 

I 7

4/―

N- a-e4'72.- t- ,tbdo -
no2uz;azo/tztuzn- zb./.ic/e-

″―″ 多
`-4          ,

場′″    ″ ′3

*依 卒 不民

● .

(`2/♪
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第二節 クロトン酸エステル2シアン酢酸エスフ♭

.   と∂縮冶条件′協り毎′ 縮合における工

スフレ交換および 4-″グ珍々'あ
らな

二

“
″″〆一歩〃″笏酸蒻′の合成につ||て

欺壼じたょラにN― 置換二
′″″

`%後
体のκレ勉膨π疑一ノ

及終 をス に した ノたげ涜乞冤́ z%″ιa△ 滋 計 量 は暉 数 で あ ら 老 た め lZ

滋 π々 の最スな使床      ″ ル クみ成を目
的 として有 鬼七髭lめ るZど IZし たし てあ姶薄増奸%の原井 セして

″″残″
“
%体 CXι7/′′)ま たは (ム XX//P」 ぶヾ暑 であ った′め、 こ

れら (Xと7〃′)(とχX′1)を第
`表

ノ第 ノ売t(」 茨́′32ス 参照 )lZ tt t/

之スた てみ成 しよう とした 。その次パにおいて ″ ″繊″∠ 紹谷 によ

る手

"η
″死こダZあ とι髪〆      との協△条件

について松そした結采、硬南するだ鉄 によつてエステ′ノズ決などが`

行われる魚など,及バ条件その化に老千の知亀べ得 られたり

H                 H
θで〕LιθθR          ゆ οcH3

CHg                   CH;

(X『〃α)R=CzHダ      (と XXサ |)

(χ左7〃ι, ス=C〃し

ます

“

ガ″ 紹心 に際 レて 、ノクノ移レえ こPは 絡 心却lに か″ ″

″杉″んぁた 七隔レ1て 夕こ′ %の 牧年て 目的 物負 (XL72)を 得 て いる

が、た めて長 時向を暑 レ、短 時間灰た さビ 之場な ′Zほ承券 の目なが

み られ た′ した がつて

“

´
`ι

詭%笏ι %′Z揚み ′ 72タク石勇ι β  ́ 水 該

イヒカリシムなど
｀t沼 レ1く 瘤 々条件‐t絵計 レた経采 、CHgOH― KOHな

目 いた時及た 時 ち よ り看セせず 、コ_ク タ時間た 無 レただけてヽ すど%
の歌キ て 目的物 政 (XL74)を 得 る zと が判 昭 した 。すなわぢ力磁 ″

〃〆滋逢 パ イヤ ′″′ι務― ″%撃τ́と とエア/一 ノノおよ

び木酸な カ リウム と メ ク ノーJt/t層 いた女食で は多 くの場 △文 献 の

●

●

●

(2,)
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欧率よ奥婚結采を与えた。しかレ本物資 (″ξノの～〃 /・ )バ文訣

CoO R
I

llT Cl 
‐C12 COOR

CN CH3   (xF)

(X麺笏) バ=―(■〃タ
(XL7a) 尺=‐ c〃J

“

裁″″′ζ〃ず ■)之
=致

したIい

ので′え素か調m2持するとともた

^の

ためわホ分解、風族協久して

βラ ク η 夕 争
ゑ ″ 各

“
″

(角夕′夕・)と しヽさ らにマロ ン

磁 エステル と クロ トン亥 ェス テ〃

ο協 めるこι′ 鰭 △茂夜本を″ホ芥解 し得られた トリカルボソ`咳 を

豚廣該 した戌鎮体と燿な しk隊点の脅下な柔めず、こらに

秒 グ場鯵%ンに そ′々 によソ絃脅性 彫ノン悔 こん の ″ダゃノぶつ

としく元素分紺 により之誕 した。だとん象′ 紹心の条件につレlて 維

検々討υた結果肇第」表 の駐 りである。 すたわち者毛ノンの原料 と用

し)、 溶保 として|よ 工/ノ 丁ノン/ベ ンゼ ン,多 3徴ブタノールを用И

るJヽ あるИ獣落然 なして行 ぃ、縦

^刻
`|て ま

“
¨ 考″毎″乞

ノ″〃ι″年 ″Z蒻 雄 ′「レ表%し 勇 ζ́ 多 κθ″―C‖39月 ,ヽ 沼

ぃた。 κOH=CH30Hな 澱韓之場残卜にはスハ峙間が核かく、及心十あ

まりな うく`みら耐
゛
炊キもノ′πご″ 珍 ″滋れノ イ多ιttr―

彰 α4揚免 にス して女好で あつた。 夕寿向放た した場 が あげ ク2%′

′時面 の場△ は るο%と な り、及ホ時向 を長 くする乙と によ り炊挙

の増加 が認められた。 ″飩残滋後 (″レz々 を層 い″場心 には反

飛時:賞 が短 tlど派潤‐口次に溶 り′ 2/時 間加熱す る燃妥が
｀
あつた。

なお
“-4多 イタちに′ベンゼンと層0,た 場かには後解 がな

場であるこいう剰点がある。かくして 厖 H―ει″
`′

厖θご2月

=―

ら‖ごOH′

κθ″―ε″
`θ
月の多谷2は有4も 来献%式 /29の 旅率夕晩′%■ノ湊寿

であつた。

遇らにエタィータンヤ 物威イ〆 ″

―

ノウ ク疲物″在

セ協 νあ″ 縮 谷 七 じめ、得 られた歯状縮ハ戯綴休 圭高圧涯しな的

に向残 レ、
夕  ″   (xL7//ι )を そ得 んど試 みたが :予 想

外に く死ん″ 後κレ ζXと7//4)を 得たので そあ向 のェステル 久次

にっ いて検討 した結果 、禾外吸政 スベタ トルそのた かり Mι魂 潔

●

●
●
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a

鰭ハ の際 lZヒ ステル玄挨 がお乙な わ れて いる Zと が 渕 明 した。

はじめ 秒 〃 7η ― ぁα蒻 厖 ど ιイ グ に

―
`の

結さ

戌接体 を‐ フノーノ/十 え″呼′
―夕/ガ 飲媒 を用 いち二塁え)Zを したと

Zろ 脅′ /′3～ イ́ ″'の 経昴七得 た。本物資は当然 (准η′3)で あ

ろぅ と考 ぇたがス索か新 の結采庫 αダン′ のあ乞 (XL7/ノ4)′2-致

し、休外 吸は スベクトノンの結果も //27-~/以 上 の指 欽 豹々父12お い

て老千の差異を濾 める のみで珍んど (X57月 どローのス吹 を示 レ

た。 乙れ と 夕 ″ c― よ りの紹か株 から得 孵 iラ

クタム (ζ′ ///～ //2° )∠泥なするも歌 点の解下 はなぃがな 点が異

る。 2ネは aZ″ 女峻 とお zな いユわ両右 ども実性体 てヽあろラと

考えた 」 じがレ″Z膨易ノ 紹か また ,よ ち ■遊元 の有れ の衣たで エス

:テ ル女晨 あヽ
｀
なわれたのか疑筒 があるので、脅″多〆 および ι″〆

″
″ 後 に対する ゆ 彰易ノ 鰭 谷咸傾 体のホ外吸軟 スィ ク

トルなる《之教したこころ朦井ρoお よびσ〃しグでノ′π渉~

ク

“

み Zと の 派 族 が 昭 ら か に 興 ろ あ IZ及 して '、
裁 微 体 は△ く 同 一 の

吸吹入イ クト,ン をス したっ zの 際晨路 のみでは (Xとπ2)ま た |よ

(X口弓)の 判イ」|よ 困なであるのでホクト啜欧 スベ ク ト,ン をム敦 した。

また (×と″/4)に は者然不考炭素 による立体兵性休が考 えられ 、恐

らく(xLz)の ハ戌に欧 レて■ステ ,レ 女浜 が行われた場ハ 、すなわ

ち健 めか
?原

舟 として しィ〆 了
ιιイれZ々 を層レ]た場△ に火

藪的多その フψ /′″
° のラクタヘを生燃 すべさ紹△裁綴休 が得 られ、

エスヵ ノ女娠 にようて (x鱗後)を谷賞 した場さ には花 の実性休

(クψ /′3～ /み ダつ が
｀
生成するので はな レ〕かと考 えられる。

なおお乏通ぇlz藤 レて目的物 (X″7え )の ほかに後

“

か として第

2級 アミン (と XX〃′)y考 ぇ られる物流が各 られた。 これ |よ 元索分

析の結果計算値 とにほ'一致 したがその燐 とは未楡計でぁる。

乏ら,Z滋 ´″みらに のか裁原州て あるラ クタヘ (ι χχ〃)と ハ茂

するビ
`守

で ″4〆 ″
″ 機 と で死4/2 ク宅′燿勿― を

紹合之しめ、 zれ をプロムな し、さらに ″ 名
彰″ 込 な 苺入しヽ

た氷ハ解 、柩厳 亥 、ェステ′ノイヒ七維 て (とXXη〃)と し、2れを高 慶

●

●

●
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“

)

0°



CH3
l

/ε月、
c月2  ~ε2H● 00C― CH

|

|

C00C2Hお
ιH2
＼
NH

ε2HダοO C― c‖ 2

εH、
(    

°°C2Hす

)計 /ε月2   ｀

:

CH3 ・  (と xX′ /′ )

選スにそし、ラクタム

(とχχ〃)セ谷裁せんとお

みた。まず前込の方法に

準じて勁′ググ″

ι乙え′z乙死乞 七 翅
"て

緒

谷戌傾休 (xレ)七△☆
じ、 乙れをブ ロムイとして

(と XX F)を イゝジてした。(多レ
●

● ι表 )

次に くXL72)の プロムなであるが、滲性メケレンのフK索 パブフム

/と くれやすいるのと考え、ブ ロム//kの条件と鹿 検々討 した″その結

果は多ク表 の直 りである。すなわぢ (1)日え直対 の下三スな場 lzよ

る場か、(2)紫タト像照者下無水離酸 ヤフ
゛
ロムを用いブロムネする:場

ハt(3)ロ ス直結下無水酢腋 およダ三央な婢 1乙 よる場か 、(4)離咳

ナ トリウムで発生すろ臭仲 lK素 を除でっ 、フ`ロム/1kす る場かなどの`

方法を老旋、に入れて穣々条件之茨えて検討 した結采、水璃F咳セ洛涙

∠してzれ に黒ホ額r咳 、■兵ィヒ勝教商′離咳 サ トリウムを加えた場

かが瑕候であった ,離眩 ナトリウムはプ ロヘ化進行 ビ去′Z碁生する

兵イヒ水素t吸軟こころ意味とヾ異な水素による屏1く たの師上を考慮

して層のた。さらに (ιχXIア)とな照 するため つ易牧/π22へ咸 を

ガみたが、c解%蛉 44-て 月`えプロヘ化されて(X詢乞〉
のイタ″クイ杉″ク2“XXノχ)に―致し、本グロヘ体(とxx″)は ″挙
/薄～ /ヨ ク・ の油状物でえ葉か新 IZよ りκ認 した。次 たプロム休

(ムxx r)ょ リブ也ムをク %彰〆 j基 と女萩 L/て メ ト1ォ キシノ 体

くとXXア )のかなセ読みた 。すなわち蔵 家々件 を表たてン蒻

″″′%〃/2を 目Иて及たこ七たと乙多家験′師てヽ実質 した力六

が
｀
長秩であった。確認するためな 夕践%舞々 IZ誘導之んとしたブヽ`

易″%イ スが菫え的に月え鶴したるのと考えられる (左χX′ χ)ガヾ

得られた。 .

●

● .
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多  」  表

=z″
易が2錫ιノ ン%″ 蒻物 ι″あ銭易 場 ″ グ

メリし%″″  c― 〆″

“
ある場

COo C2Hξ

ε
γ
・ε

12 
εθθス  十 CH3° C,=CHC° OC2Hま ~:#~:‖

:6112 COθ

Q侮

(′ ) (3) (C)

●

●

●

メ♭P′′/°′ レF27/レ 7ち  bPク 2/22・

*X″ /3′
'

Nθ

(A) x
l=CeHs

(4)

(3)

(′

'

締 ハ 利 落 麒
及ハ
時 向

(Й二)

(C)

茂 績 休
欧 登

(′)
描 考 (吹キ%)

ノ

′

ご

2

」

ク

ク

　

′

/3

/4′

/α ′

続′

/′ ′

′グ′

′
　
　
′

″
　
Ｚ

/=

ノの2

/42

`/

/a2

2α /

/22

2島′

P盗 ‖

NαοC2HS

IV2月

蒻 θ

ルOQ膳

Cd Ho

ε2HS° H

ご

`‖ `

滋 -3″OH

//

CttHょ OH

′ζ:原 料 日 炊

23:無 色 洵 (C)

2′ 3:洸はこ結網歯

/″ 1無 こ ‐/b(C)
l

1::| (c)        |
:

′グ
|

z′|   
｀

″ 1無 セ ヵ
:

/′ 21無 色 薄 (C)

だ淡な米昴ォ
え21‐

τl曇⑫鵬
)1)

/ス zl無 a漕 ("%)(c)
1 ,

ι

″

　

々

　

７̈

　

　

ガ

　

　

イ

　

　

ν

″
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(組 )

縮 △駒 :洛 媒 薇壼1満 考 (峰 房)

●

及た、
暗れ
αl)

茂 嫉 本

Mλ 00〃← C2H● OH ♭,″ ″
～
ノタ

゛

″″ズ7V/`■・

bp/o /?o-/7t
ち′4″～んベ

|

″〃%′～%ク爆
bP′υノ

`多

′
/つRタ

″/ο /リヤ～/%

″/2″～/″θ

無 亀 漬

幸4海 (″ 7/・)

喪セカをメ質カ

無 そカ

無セ油 (ζア″)

淡黄色薙紹カ

ス締たのケ″
“
/燥カヨ多′

熱とカ

無色油

葛″点夕を油あリ

無色油

無惣カ

少 言

後色カ

争名カ

煮名斎 くク2′

`)

2/

ノ′

'ノ

″

J3

2`

′イ2

え

乙」

′ζ

4

2′

平奮

ス /

〃 ′

夕●

●

●

22`■ :

●

‘‐・一，シ一ミ‐‥‐ヽ「‥「‐̈一．‥‐ミヽ，‐一一一ミヽ汗̈̈‐‐ミ・‥‐̈一‐・一‐‐一　一一

P/2梓

マ0● /Jg～

bpd-z N*13,t"

by! /13 -/'fl'
br 4lLt*.L

vpr ?o*/6
bf n /lt- //X

粋 //2

″ζル～/5プ

レ∫″ン

bpe /o-?3o

,pぎ′べ ～、

×トナ ヘンル仏 (ムズX7)の ゎ′ルフ～/Jθ
°

はな粁フクロム休 4り 色 く tブ レムメくの

絵色は竹われ九 従つて聰 メ′ノール

して二象 確谷が生な したたハ物 (と XメX)

であると |よ 考え られな い,次 にブロム体と

6θ O C2‖←
|

19=f｀
CI12 000 C2Hま

9A/ CH3

(乙 χズX)

勁′
`滋

磁 ″

““

rク2

/
２
　
　
一
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一
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レ
汗
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汀
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｝
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No イし会物 ”
満

P3■ 3

瀬

4c,0

(`.C)

4coNλ

(多 )

洛 煤

Bト

濶下霧 向

(えγ〉

満 下 後

か 繭

/

Z

３

　

ク

よ

`
′

′

ア

/′

/ノ

/2

′

/27

ノタ ′

/4´

″ 0

/′ .´L

2´ ′・

スク ′

′́ .´

′′ ′

な ′′

2/ζ

」′/

7グ

・ ′3

■ Zご :

Z」

| 夕′

■ノ

“

ι

ンクZ

ンタ2

222

..ノγ ι

/続 ′

２
　
　
一
　

・
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２
　
　
　
　
２

２

／

ノ
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2

／
　
　
一

，
　
よ
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∫

∫

∫

/θ

/θ

2´

2θ

ノ′

/′

一
　

一

3.7

1o

48
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8o

tb. a

4.a

8a'
t,e

/cO‖

4cO‖

/cOH
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′cO「 l

/cO卜 |

スcOH

′cOH

4cOH
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だ。θル|
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々
よ
　
雑
″

一
ノ

7.´

/

2

2

2

2

3,′

′

/

/

^

2

2

//

」

タ

」

3

2ク″

00



●

●

●
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権

(lε )

3O*ge'

h-fo"

{a*/a'
?0-b0'

Z´
°

″ ～ ノ′
°

室澄―ダ3・

″ ～久プ

タθ～の °

″ ～箱
・

アDハ‐ノリ:

さ 混

裁 償 泳

IP 2/」2～″グ

"2わ
← ん′・

嫌2 /θ3～ノ3`・

"夕

//3～ /グ∠・

♭P3 /3沙
9墜

=
うP12`″ /～ノタノ

リ

♭F2ヾ /′ζ～んが

ン2.ま 13き～/37・

″2ょ
'誌

～ノ3ク゛

)Pア 〃ノ′ν′もも
°

"3/″
～μ2・

:

♭Pク 麻 ん /ダθ
・

:

ケ3〃′～/グ
:

ンクκ ηヨプ

bye /ro - /43

″ζ″す―/62ρ

bP, ノク/笠

ケ̀
′
γξ～/ξυ

吹 重

ζ′)

」′グ

ス3

イ′

′3

/1グ

′′2

4/

///

/ズノま

な ′

2′ ′

′2

ダξ、′

/ア

ク/ζ

/′ /

´ζ

2夕,タ

^z`

ノダ′

多/′ ご

ノ′/

針濯く確Ъ欝維1錢ξ麟
4率冬クト線 夕(t射

淡黄色カ

茨:':ム油ノ紫外練 盲ヽた重Jiヽ]「

無色油 、ョた索外
`泉

鹸

熙なな,4た直倉

熙を着、ヨえ菫対

無a殉、ョた薗待派絆混れ ?

ョ党o二燥t戌察休●』肇

“

したもの

淡黄こ満、日た血射

吹 率 1  備     考

淡領後ラ歯′

淡女色油

コス鍛

(殿醸 マる)

♂ス′ 淡黄色光 ′口たこ衆
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i第 ′ 表

CNCH2ε 00ε2 Hダ

十

ε‖3CH=ε HCθθ o H」

)＼＼ぐ
H:I#:lQ晦

CN

CH,COθ C2 H5

`

CH」 ―CH
tcHrcoo 

crH,

(XLTO)

I
It

CN

CH CO NH NH2
1

CH3‐ CH
1

CH2CO NH N‖ 2

cNoCH2 c00 CHJ

十

CH3・ CH=ε HCoOQHJ

●
●

Ｈ

　

　

Ｈ

⑩
　
⑪

釧
「鐸
　
銑
　
‐―
ｌ
ψ

／
Ｈ

＼

ＣＨＣ

↓

Ｊ

Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
」Ｃ

01〔

:1/〕
[ε00c211

●

ε時

(Xと7/た )
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十

(と XX〃ノ)

('″ )

0'



●
●

て`人燿 した茨後体 セタ″α″―
ン 1法 で     基 のた量 を行

つたが 、計算位 より′,タタ%旦 ウの結果 バ仏てた無 しそなかったが、

大体 向豊 し、な いので、 2れ た (と xχ7)と 考え 、なのI17水 か解 、臆

及酸 、ェステ,/ィヒレく (LXX71′′)を 谷ズ した. 2の場△ も加永今年

に水酸た カリシム.“ ,雄し襲 ″ α々移と な どのル刻く分 解剤 七

日い種 々条件 を亥えて検計 した確采、 (乙 xx″ )′ (4×X爾)を分商之

ずに運欲的に反応 乞行 い比較 的傷 雄采を得 ″。すなわちぇ磁 し″

%蜂姥′グルしと を甲llく (乙 Xx′ア)七 メトキシ化して (4xxア )と し、

乙れを二′ /一 ,レ 性カリと3′
″で授崎尚署 してれ Jく 不解レt次 に笏

疹 t飲煤 として豚荻酸 し、透らに流咳 どエタノーノンでェステル化 レ

て (左Xガ%の を得たっ本及飛旦髪では枷熱とで芝ろなけ0け て夙メ

タノーνのとるのを防ιl力
｀.成績本は2蔵 の笞か ″ダタ /ク～ノ″2;

″タク /〃～/夕〕°にあ水 .商 ズか とも (ハαめ の計算値 lZみ村滋

采がほぼ
｀
一致した。

でカホ沐ラ彙な スヾ クトリンの洟J定蕉タス電 22`2ε〃ぼノ12_ご〃のり兵軟、

ノ72グ_―ノ12ェ スヵ ソカ′レボこ ,し の吸吹がみとめられ 、両右 のホネ

吸族 スヾ クトl1/は ほとんど一致 したので妥性株てヽ あ る
`考

えられる。

なお木物質め 髭″み%″‰ を得 ん としたが、結 晶イkし なぃ のて、確

認 し行なかったが、不舟 (ム xχア)の ホ外吸枚 スベ クトノンとも瞬ら

か 12呆 る ので (乙 Xメ 7//1)の 生だよ産 柔と考 えられ る。さらlに 本物 質

を搭嵐選元 lz什 したバ、日外劇ク質 (とχX〃 )はそ られなかつた。また

ラ クタム (ι ttXノノ)のか裁と種 々絵計 したが 不戯勁 吃くったち

●
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ε00C2HS
l

θ H― CH― CHiC00ε 2H∫
:   |

CN CH3
(XL74)

|

C00C2H5
1  

‐      =

Bγ♀
~CtH~Clf2,00ヽC2Hよ

CN CHク

、    (と xχ ′ア)

C‖3
1

CH,06H一 CH―εl12・ C00H ~
|

・CN   I   (と xxア

`)
CH3o cF― (3H~C月 2‐ Cοο C2Hす

1 l  CN C‖
3

1   (と X×7///)

ψ

H

θ

だ

｀ θCi3        
‐

CIf3

(とχX′ノ)

表   ‐    .

εO NH NH2
|

-  CH―
CH― Cl12CONII N‖ 2

1   1

・       CN CH3
くとχχ′χ)

|

CοοC2H5
|

~ε ‖30~C~CH― ε月2C00(bHょ
|  |

CN CH3   (と
xxァ )

/
C00H

I  I

cHβ O一
fT,H「

CH2 C00 H

CN CH5
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第四節 ジアソ`イ七;法 によび71ネ チルアルコー

ル類 の合成 |こ フ t)て 子)

物
′
多
%勿″ 誘 導 体 の冷

ネ所 宛 に

'い

暑 な斥 料 て あ る ′″ 多‐

火 ″ 滋
〆

′ 夕 %[ル
キ猾

る ノ方 法 と して 、 あυ%姥易各ι∠
ィタ

α乞

∠ ル́シ厖― -2髪 セ %″ リ ワ 後 汐 先
″〆 易 第た 存 在下 、

た″牧2ιイメι″牧2多以多玖て彿ハし得られ,2クーπ易み″″ ′ /́′~

%″ ι
^α夕

″ 後 を電解 盪 たに行 レ′ 成績 体

に閥ャ η滋 れ斧 た 去 t応 爾按 計 レ、 火教 角容 易 に紹 当す る ん″物"

″ 〆″∂彰夕 を得たのだらにフ物り/″″″〆″件

懲 パ 重絨 アリ )滅
ヅ

蜘 すり
得甘警箇 勁誘導体へ茨凍料であるのでその栓ψ

存れつ芳スも耗↓ て収煮 は捩省 でない。 これらの中晨入あ力六蔵相

色うちェステルを永
・
素ィヒリチウス ァルミユウヘて塁元するうスであ

つく 、移」え ば プ移 %ζ%に移′%イ″クoあわZt移 」に 之れば 、次 式 の

●

ル に作 ″ 六で得られてぃ食.

:佐1下〔〕rε
Hθ
 tti11lθ

H 
ず

c`Hダ

叫
 |:1:箕

ζ3〕ドεH210こ:ο卜|| :多ヒ
`労

れ「=>  盤3:ア
(3〕「篤ic2Hぢ

Nα ′卜|ンコニン         |=

:l,CH2~ε
‖「OH

派丘イ|の らば 厖%簿
“

:シムを合ていク行形 て、/Zイン●多ら

"´

を おヽ

よび`2クを物ル留ノ からふ々畑るするん移′″ηれわ〆″ιεttρ
`ノ

:::: ラ〔〔〕〕
~C月

Fl(:´il

C`H5
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凌1`影″ 率
“
ζ
～"多

η牧率で行く
`lる

.

l10こ
'。

|｀
とて12・ C9'■■10Ψωοιツ

|ニマ i<)で :ソ
中N今

与 10翻
r釧′H

α: κ〒Ctt O一 ′

ユ →10ttTθ

b: R,R: cur(i_ C: R=H 
3

~zの
ガ 法 は前 者 に之鞍 して吹率脈 作 の点 で す ぐれ て レヽるが

%〆%〆 タレ
″π″々 のへ 戌糸件 調 節 のを 石 で 政率 が朱 帝 々准ぶ す

る てとが あ るら

,4フレら2″″|な
勢).″な角〆″υ%%ごαれみみ に成′―

ズ多″宅′ ζ%`みて|を 作 層せ じめ ′―
′み笏易 ゆう皮 ιθZ〆 セ ァ′%の

質:ri31ti3ここ筆fyずプす       frli:『勇ン,
ベソゼ

｀
ンに務化 アル ミニ ウムをれ下 夕Z″ ∂イZた まイ仁層ここ

てク,～ 夕 Zク )゙′ クノ)の な率 て各られる。

脂肪族ア ミンを王緩該 の作認でア ,レ II― νに茨える Zと は畝 く綺

られて ぃるが乙のガ琺

“
子ょるノータ後勿ノ為〆″ αジレイ の4職報を

は′ンい.争 ?ノ
ク5)

Zの 躊鉱咳なた下重媚該梁理 した場心にはれ して次率が慈く′例

えど ″_′ン2“
′ι蒻″杉

だし%″竹 の硫 湧々塩 t層 レ|た 時には /′ `場だ一

ノ ダイえ

`α

%え′′ の旅キは ク´ん にも満た ない。

ス凛 松 らは
″)有

裁畝 、寿 た ょ́ %勇F湧 な々と下 に互靡眩 ナト リシ

ム7K落茨 セノラみ物 ″ ン
タ

′″%厖 12作 目ど じめ、若千静i生 するェ

ステlン とわ 水本解 して ′´ル の得赦 率で相 多す るア /L/,一 ブレを得て

いる。 休力 ては この力法を み ク́ル
%″`み

)ん″″″ %を
夕%― l`ヌ1層 し,ろ 々目的 とす るア′レコー′レを メタノ%//考 2/つ

ま挙で行 、何 れも %αん″唸 に 1秀 与 ,各爆郵ヒレて確認 した。脈井
●

●

(3ク )



●

″ι/ιイタを ´`らの政率は鬱スらη咤″るこれ 率ヽ件らのク|′%嗜

反応添1層 法 と大 同ノト兵で あるがハ咸通承 が水式 の権 く笈 か く、嫁 作

が筒易である点ですく
'れ、またアミジガっの 化法でだもする

アlt/つ 一 )ン にえ才く酌嬌 吹挙で火 グ得 る可能性を潅認 した点tヽ 意委あ

るも の ヒ忍われる。

２
０Ｎ

一
ＨＣ

〓ＨＣ

Ｏ御
“

０＝θ

０
０

０

格

＝，

６

一　

Ｃ

●

= %協 0“ 札 聾 出Θ 喘C岬

なお ∠″%夕多夕をラ姥グι%%蒻クノ ん た ク孝そり
彰〆>な ど

｀

のアミンを得 るため に、従来の″―%蒻免′ィン クれ の電 斧踵 え芸 ヽ

とら〕Z水索化/ノ ケ ウムア′レミュ ウヘ塁な琺および五残 7マ ′ノがへ に

よう盗丞去 もデ)み た ,グの
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井″ιクソろ″ルを々が各との高庄還元にょる
縮 合にっ ぃて クの

&脅″多ンιttZ″ ヴら尊久 (と )と ヵ′受ウι蒻   (Fり 合成の

先駆物晨とし、ζあσ″径蛯

`′

εあれ′ρ̀%〆
基セ c″ ん か解で

"%れ
_ス こし、これを:務%′ 花じ下でヽや       殊こすr

か、あろいは微多∠し、zぇ にブロムt ttλ レ、さら

“

黎″ん脅″

スと導入史じめ(ι7/)と ハ裁する目的て本芍鬼を行うた。

り
tιひο:2「|ダ

第五節 ″″′レυz〃珍修グル とク後グを〆ズーηあ |

OCH3

●
●

０

０

銑

“

０

０

銑

暁

1  ・       li  CH3                 i    CH3        :     :  |

(と )          (ム 7/)   :

ます メ笏 ″ ン グ み %を み ″
//`の

方 法 IZ率 じ
｀
て ノ診 物 ,ν%ィ 〆

―

ヶ厖 (Xと の どルィグ ″ヽ一け ″ ~ノ~%″
″ ι物滋

(x由及)とを考及選元的 糸fI下 で作 ハ 之 じめ た と ころ、子期 た瑕 し

て絆 酸  ―
ρ 舞 %んの 後 誘 導体 (Xとア″)は得 炊量で は得 られず 、

茨乏魚 脅と 行つて 分萬精 製 し之 結果 、種 々のな頷 林 が得 られ た。

初めに′たι
^多

      ′
ら´ガ広に率じて豊剰 の場″み ―

″ 滅し〆蒻ηttι tr_Eぃ て R⑭ ′薩協

`の
存在下和■ 〃計

気鷹、灰た湿友 //2～ 〃′つ
で及たゼじめた ところフクタム(Ymtα)

および夫及た の旅料 劣蒻り /2″クノ
イルを   (Xι ノ7)の ほか、■

のЙ右 より も高♯ 魚 物 後 (`ρ ″ξ 2θυ～ 2∂ /° )の 緒 沼稀 状物 之得 た。

物 黎t秩嗜向次軍すると%ィ ///つ の結 晶 佐物痰 (ァ ノンコ =ル よ

り再結ξひ)が
｀
イてられ 、2れ ば夕っρ ///～ //2つ の (χ左7//4)と 混扁久す

るも部場代の昨下を未 レ、日―物ではなく、ユっホ外吸″てスヾ タ トノン

も明らかにスろっなおて′ ///・ の経発 患′ノ″ン馘2セ 生戌 しな ι)が
｀
、

みの影品とかあした だ りの油状物負 はさらに再 踊に岩 して滴代 のま

まえ素分新 した経采 、目的 とするラクタム

`XL7///)に

はぼ一致 した。
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(ム7/)
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3劣
て(〕

/¬

月2
(Xと //)

C90C2H,
|

CH2    9N
＼
むH′ ε″~ο θο C2月,

|

CH3

(Xム72)

H

^ -/N\
\.- cooczHe
CHs- (xwlq)

:ltilIく〕11,ヽ
Lcθθ22Hよ

ιH3

(χとア///)●
●

″
./′

/つ の結 晶 にはたス性が
｀
なく、ユ つ煮外 吸次 スヾフ トノノ

測たの経スは /7′ ノク」/′ 歿吹 を有す るが
｀
、こォtは ラクタヘ民 のス

吹∠考えらたろ ,ェスランの場ハ にな極 めて猛 くあらわれ るが 、こ

の場△わ歿次は巧夕):。 また/Z/ァクご′i12薇 ι)吸政のあるのはデ置く

アミ ドのス次 (//3/～ /メι7″″ノ)を 考ぇ らたるので、恐 ら く木物

次の扁 とは (乙 冷供ノ)と 考 え られ てえ索 か新鮮 采もよ く (と X×スノ)の

言竿年に一致した。 グシ///° あ:物:負パ核五サgl毛ブ五捩ァ、、こ放れ)

ならば′ 3/寿 :ん
o■J湯″ノ1驀 ょ公ノ

`あ
～ルメデ魏ィヽし,ウルタ

'■0  /● /ζ ′れ
~/に 3本 の吸炊バ み けれ ばな らず 、本 物玖 は //ノ フ″ ι

~ノ

以外 の家次ば欠除 して ,1ろ 。              1:i

.1警η 碑霧跡 Ⅲ●
1         11              :｀  :       ・ .ヽ  ■

上嵐滲 に蜘 の場 ～
力́″

g″

―
・を用夕|た つてヽ、

物負(4χXX/)が 生成したものと考えられるo尚 ::‐

~hズ物スは雀騒‐

r.鴛″イ//:'‐ セ・ くアラ」夕■洵状物より孝〒、のな基牲物兵のみ蒸着六

し、その′ノ″″彦 (″′/ζイ:～ /1夕)のえ未′ゾ4ュ:た は小外バk
スペクト,レジ]たの結果1エステ1ンの啄吹も`よバラクタヘの吸l」A名欠.し 、 ■ :

3/2,cグノrl° Hま 之l」t― NH2つ 啄火を有するので:そ:の i浅二 |ホ :1^

にχχX′1)、
`マ
ら想イ場kぜ1れ 考ぅ。
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糊輔 〔
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Ntt εめ,6ル

CHJ
ことχχXノ′)

(?)

(】:∬ ;

次に 疵 ′/ι%減%〆a2Z″え とェステノン(Xと22)と者 毛 )レ 瀬 い

て前記 と同板の条件下で葛■監 スを行 フえ てころ、及た成後 本 の詭

留か から木反た0カ″″/“″鶴〆 蒻墓々 と 多量のラクタム

(XL7//α )が｀
消あ れ :橘力末、笞か (少 蜜灰応 どじめた場合 には

♭′′υκ /タス～/夕
`゛

´ 洩 状物 窪火 )の ケこど多重の蒸省妾邊 之得

″″て、 Zの な・/ttェタノニノソ/L之咳 で油 Кするて多ク/あ `ご
の́と

欧不潅 のマ性物 玖∠盪基牲 七有する

"ク

ォ フθθ～ 2θ /・ のポ 物 と

得た。前者 のす牲物資はラクタム速 (/ク /争～/クθ′― ツ )を
ノタ2/θπ―/ た有 してこノ:通鋲 アヽ ドス (3/′ζ～ 3」 33αれ

~/′

/メ′′～/ノζ7"ご′ノ ノダタフ^/ょ スタ_7)を そ力して
｀
れ 」J´´これ

~ち

/ノ′́ ―
―/ノ お よバ /守ももジ ー/(乙 あ/SζS_―ノ´吸炊 直前述 の

(■χχX/)lZは 欠除 )′認あろ 乙とが ■主ろ。 したがつて水物 資は

(ιttα ″)と考 える乙とが)で 竜 :元家疹新ζ采 も一致する。

(と XXX′ |′ )

次lz上誕 薄状物 の´虎■ジタ を緒製す る Lマ /ζフ～/ζ′。の物

晨とマ /77～ /7′
クの 商物嗅があ 落 された.1前者のな離旅 物表は

前記 (ム xXX〃 )の 〃 〆 液勉 ビ4秋 する も腋魚の降下 と認あず ′同

一物 であろ Zと が判 明した 。後者の高法魚物 後は ―θHの吸吹が
｀
な く、

ラクタム (xι7//a)き たは (ι XXX′′)が｀
さらに監元これた (と珀α′ア)

とも考え われるが腋計不十か のため旭像 の場湾 ムな いので、後 口再

楡封したぃ 。 また商 〆 α笏ン2は 異性体 とも考 えたが 、ホタト啄牧ス

ベタトッ洟1た結果 が力と体 のそれ とはス リ、異性体 とは考え られな

●
●

●
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(と XχX17)

つ
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●

当毛ルづっ 反た せ じめた場合 に油バ ヤ 2■〆 で α′■%%///で 毛`

箭水 しな レl″「か はたハ 物 (とЖχ″)と 考 え て 乙れ を常去丘 グ的 〆 3

で &勿
`′

ιクし―〃″餞んならι
"ん

/派 た に付 した と ころ、子期 した丘 リ

ィ すノ_π場 ″ 磁 タ
ール 響 カ

ン
`― `―

(イ 7往 ι姦 ″ 彦
勿

′Z″
色

″ 桟 〆 ―(/)〕 一こ うちこ こ Z′ ―ノ銭多ィ∠ιこノ%″
ZZ場ター(2チ /′ `ろ

2-形しれ移″
―

)(乙イχχ
ア)の 計算値 に相当す る歯瑕 戌篠本 が得 ら

れ、その θジ α%夕2の た素み着復 より前工の蒸密κ疸は恣ぁマ

(ム χx×川,で あろうと思われる:

以上のょぅに湯圧下の逮えチ1紹本たよって著千のやえバ得られた

が、さらに自下諄徊になキヤで、た日 これらの点について発表レ

たい。

CH30

C‖,0

●

7i「
―θマ萱童〉_A/θL

〃ぬ
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第六節 ″ ―%励 ′″″″%彩潔 (とW)

の合成汗ノ)

免土 したょぅに ′″ 易 な 水 の肉 瑕 では 茫 ゃ り あ Z勿 ル

体 の冷滞掟は困准であフたのくヽ、 ″シのガ光叫 沐 t派井 として 目的

とするん之′ぇダールんμクル′″愛%れ場   (と7/)の ハ戌にな
″したらホ物腐のイ2′ 乳 ″―住め孝「か府脱水索が可能であればヤ向

体として恙癸あろうのビ思われる。そのか成通五は次の式 で示すク
・

●
●

:r 
」「 
°

'F:|〕

Lc00c2百
11当
負メ+でヽ

:l:::〔
〔〕〕r/ハ1

(XL7114)(Xと71)

批:<】
/ヽ

°
0こ 00C2H,

子
(χL711/) cH:

峠帯ヽ ふ。メ論
εH3    .

: ;:|:|(文 LIX)       ‐

(XLIXa)X・ α 04~

(XLIX6) X=(2~

:l::鰤
〕 x

CH`

(と )X=― C00C2H5

●

(Lα ) X=c00H
(L`) x喜 ―C00ス′

(仁 ε) X=― Bγ

計  (ム ′,  X事 ―CONH N12

(と ノノ) X=― Co N3

(と |″ )X〒 ―NHC00CH2QH5

(と17)X=― NH2

(と7) X=-OH
(L7/) X=-OCH3

(L7/′)X=― OS%CH3
(XXX) X塾 =0

の存在下 3′ み π″ 履 ん
彩 ″ 物 に

そ 〆 易 ゑ (χLT/)と  め

ターで″ 1〆
―よ―醐 L筵

/Cα
々́ ιρ″

彰′
イ ー2-′

悴
蒻 ル な (Xと刀 ノ)

を トルエン洛煤 十れ 婆選流怖 ひこ じめ くか裁 じ″ ″ Zの スた と旅 +

まず N― 置浜 -2-″
´%″銭た 林<Xとη〃)を フ磁 ″行移蒻 ′ル

わ

(´θ)

●・
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の方法
タタ)に

従つて全扁 カリウム セ紹今剤レ顔 粉セ絃煤 として試み

たが欧率の上では大 した爽化はみられなかつた。耽逮 したようlz乙

のグ ί幼
“

体 (Xと 7/ノ )を 得 る日多もで高二選えまと試 みたが

な重が悪かつたので〃)乙 ゝで |よ 本去を採 用した。

かくしく得られた経緒着状 ″ あとィ2(Xと′〃/)を 常ス のよつ

に 卜|し エンを隔tヽ 汚場 あ ′́吻′イタノン笏 肉ズt試み、得られ

た賭ふ之アメ求物 を存ね酸てヽカム、     ほ `″
筵

′ 夕乙′ひったえ2(χι′Xα )と して結品化しメタノーνガヽら幕確発

してヽイ′2/7～
'2´

°の拳色針状品て″′′′′～2°′ (゙αたこ・)の

淡表を身状晶ヵミ`得られたがえ素かな′ホタヽ4吹 スペフトレからみて

2に 異位休てヽあるとなえられろ.次にこのの シ″π″笏″ι″

′夜

―
     (Xと /Xα ,("′ 2/′:γ 22´°)セ ノθZ刻く酸化ナ

トリウムそ遊 ちにし、溜「当号乞 ″     (Xι ′Xι )に 々え、乙の

な 色
.ア タ渤 争 タノ丁タンt落媒 とレ ″

―
場 ク な媒 と粛 い

て磁好飲鞍 後′泥隷梁を%去 し′′%立荻蔽ナトリウムてァレヵり性

Yし エーフν油張レ、エーフルから4年発するとタタ/2′～ /27°

の無こ篠昴 (と )が行られ、その ′屹乞力苑えたば淡黄こ秒状る (夕ψ

〃ァ～ノ′θつ てえ索分斤により耀窪忍した。またメタノールヤチ～プ

で直落 ′タィフカ%曖浸′2の ■ま Nα 3‖ 4て来だ して毛同派の壼ス成

核体 (と )が各られた。木去でな (たノXα )な タン災競左 (Xと ′Xが )

に表えるJ痣ユなく、な舷選夢ヒ法よう承作バ簡単である。なお ル ー

ν後わυノ2(Xι′Xえ )か ら五商塩基七傑卜るためにイ%彫しを老″4
rズ 4ク′θ にょろか名セ試ケ之が奪緒採ば各られな力ヽうた」

次に曰簿とする
.″
αc― ~r″ ″呼″残%%″笏  (ムで )を 今

ズする才―の調みとして、ます乙ゝにくられたエステ)ν (た )tメ タ

ノール性カリでル水か解し、各られたカリウムとに葬酸像を作囀こ

之、その数4(鉤つ をA盤易ι′ ″拗 ″ /7'大にしたがフ`てグロ

ム休 (4c)に しよラィしたが、薇覆

'(本

竹″不をたで真″に″黒こ

底32`じljχ
争
婁[1争 ζノ顔[111菫zξ嚢写77“r守彼確t

‐      、 一                         ・ ' ′ ´
.ぶ   _ザ =ヽ  ::li、

(ク/)

●

● .



暉

て水該スにしたそれ″ ιttι てメチルイとし、E約物疾
“
″)

七かゴし得た:         )
すなわちエスフ″ζ∠)を

夕
%ルタル4ノη″みん左 ヒビもに油洛 キ

ん′～ /″ ζ。て孜時間ヵ口表 し、オォムする煮色曰体を =タ ノニノンから

再縮発 し、グ 2′′～22/° の黒 こ外状品 のアしん
ι々夕多

ガ́ 金 (乙ノ)を 得

た。 Zれ を /´ %え酸 た疹解 し、ベ ンゼ
｀
ジをはり、か峰重殖蕨 ナト

リウム水滲衣てμZし て拍もするc″%(乙ノ/)と し、2の ベンど

シ落漱 を4イと力′レシウムで乾像 後、々々置

`せ ^″
″のノ繊イ

勧 熱多流 |)無 響
歿%%〆 膨́ ―  (∠ ///)な 待 之″ ェ メノ

ニブレ↑ら荘結晶するとクフ 2′アん2´′°の無そ商オボ励こなり、Zた

之Z絃毯ス!zよ り分解し、アミン沐 (ι″ )を 得んとした於脈浄口衣

之彬じた方で、老天、考漂
/%ご

ル レ2か解次孜法に4し
｀
て2蒻

遊酵セ永解該 とを /寿 /の泥液之し、∠たと /ヨθ～ /ダ′・ で /時 間

たく/ヽ脅写し、鉱茨畝後、ジ賢乏才ムロして力色業か考な光ぐの 物́な形移ιαタルのたα%′―

σノン%ル多滋  (■ 17)t各〃クzれ 洋iタ ノ‐ノン エ́ーテノ/ガ ら`幕″

発し _/シ zえ 夕′」ら(∠と.)の 製なフ。リス`ム状品 として藤うこ、

|た 。2の ようにり 脅舞
'α

(4/)か らの後Z滋%か解が`ま劾

レ之のは、cを努,ぁ か解尽堵マッ′多ι■ 影 タル名 のθ位の蒸

通ボ ルμ後ノ ょ りも c多″1タンガン あぢが円沼に進行するとい

う力之クの の看スと何らかの:鯰休があろもつと考えられらク本折寃

では2鹿 の結晶性′名ιυ後:針%力L(χι′Xa)が 2′ 3_位 の不考荻

ネたるとヽ くク鹿ス催体の中から得られており、 そのヤ″省 ′/ノ～

ス2′・ ′ 姥́ιんι夕多z崚免 ″ヾ`主として待られ、 み %か
`年

のス

料としそ膚ЙてなJォ した魚|よ 喚珠深ぐ考えられろ.

本に の名嫁蜂 虎筏角″滋″″髭レガた くιノ7)を淡支毯水 洛波 と

し、酢玖 ナ トリウム て十力後 、 ξ´μ 酢腋 咳社 下、沿 時主凛歿 ナ ト

リウムフK霧波でだ象すると′窒秦の発生ヒ伴つて階ホ雀な然 バ薇

られる_沿時ヤ和、残以性 とし、ニーテ
'レ
描κレ、乾像、力鉄留去

後、待られたホ経そァメ求物を
^み に蕩解、Zれたクノィタト

ルれ み  を及燕させ、新火した波黄毯霧舛ズ昴七″瑕し、2の

●

●

(ダ

^)

●・



●

●

″ Zι″雄 ル を ニタノー〃 ′工 |フ ルよ リニ省予
=れ

ばマ :123

～ 22よ°の移発バ得 られ 、たか物 (左7)の ″ん潔あ π後 でぁる こ

とが判昭 した。本物次のァル士―ル牲 冽く咳ス と確認す るヨ%で

′″πθどみえヤ″″Z多_―ιブ″ダ。 こ′Zνノ̀
乙 “

′)を 准疇t
じめ、″zジィ宅〃力` (と77)`し 、その″″″黎    (″′くば

～2`7° )なえ素本新により確認したり

なお、脂筋挨雰 /徴 アミンと壼媚該 との反バでば滅紹 //1、 転位 、

た高(AC7瘍蘇が解等の諸及だでた々の哉償体がそられるtと が知ら

れてぃろ。たこえど χク2慶ン勉移乞″2ン )は脂訪族 ァミン類 のジア

ゾな及たの放ハ蔵蜂に関 しく教を し、また χ腸物κえら'/)は 次ズ の

友侭がおこり物資 (ム×)|よ (27///)ま た|よ (乙 /χ)の狗れからでヽも

そられる2と 乞率であしてぃる。

滋 ― ん あ ケ ル        (と /の を政F畝 牲々 下重輌

啄 ォヽリウ

^で
4笏/彬イタ 体 /の に考えや除′ネ住之より&宅だ

一

タルみ牧解%♭影易そ 誘導体 の9埃縮少及えて`申的とする こ辞 ″

″́ α″,の 化′ (左 X′ )も 生成する可能性がある. :   :

、__コだAJ〃 2

の〃,

(と 7/ノ )

●
一 甲

CHOH
I

C`H5

‐(左 X)

CH:;:`〔〕〕〔〔
::!〕

CHOH
|

I CH3

, (LXI) (×XX)

:I::〈⊇〔ab
(H6

(と X′ 1'

― 甲

:I::η

 
。

CH3

CH~NH2
1

ε
`H5
(L′ X)

● .

(″3)



2の α″影影復イ ン作力aの 森 之 が (y)か (ムX/)か た証 明す る之

あ′ ます渚 ホ七 アメ次 の で″機黎筑 髪ν表之 И後 ″ 滋″そノ 等 の

D"酔″ 咳 化友法 黛)に従 ってベンどンヤー 多 θκ お

よび
`クηttZ″Zα″ セロいて該花 し、管ス、水上がフ1盗合成レ

た日的 とする%zZ″雀成傾休 (xXX)の ″2Zスみ蒻 ク2と 同 じ
｀
法

点を穴す 夕ψ 2,2～ ′33・ (わac.)の ″髭ノ′み んじ金 縫 発を得

たが,ホ 外啜吹スペ クトノン洟1たの経采カレポ二`|ン 颯吹がなく、元秦

か新tホ 外啜吹スベ7ト ツからみて、そ知 2ス して2の 体件下て係

水的にC歿にニセ修金が生成しただ演林 (乙 x〃)で あることが挙1明

した=本物演の牧挙がイド常に悪 tヽ のはた水戌篠林 (乙X〃)の はかに

該之茂緩物床がたとえ生ズ してもノ芝ス｀水上 `)が 教老しているよ

う12(χ浄0は非常に不姜てであるのてヽ麗螺旨な して しま多毛のと考え

られるも次:た 乙の磁水戌傾.体 を 4%“%を /7 飲媒 t用 いて落絃盟

え、すれば、水素 /毛 ノン走啜炊 し、瓶当する イタ化″形″

笏等休 12な る乙Yもホ外K夜スベク ト/L/からも衆 り得たが、移ス、

ホ量ら')の ハ賞 じ之目な谷物の%″%ふ
`み

滋 〃′ 23´ ～2フ /°

ど乗るので異性休とも考えられる。

なお 0瑕がι興霧 がよ員瑕本を考来する )て
影)0/7″

Z″雄ンZ畝
な女法屏

“

牛で得たオレポニ`ルバ吹のなЙ豚水戌償休 (4χ /ノ )aF23/
～232(2‐ec_))およびその選ス成篠体 のホクト吸収入ベクトノノを

火教楡計した際 、晟素簡二重結△に基国するこ息ゎれる (4X/ノ )た

夕られる ″ 7の ~ノ

′ ど′
`_~ノ

の啜欣はその選ス戌篠′休には兵ら

れか′鷺 翻

`△

物のび′ζ_~/の 吸軟ォ ーCiC― の と場 ―
プ″

タ タにZttπ ほるとすくごな ～えψ″
~/め

蕉日に入 り、 乙れ

lz紹 者するのは薫立式 (乙 X//α )の みしか考えられなケ|。 (∠ χ/ノ ι)の

緯立′サなわち c瑕が
`興

瑕 の場ハよ―こ=c― が 3置番 の二重雀△

て、多の場ハ l狙 者蒸 浅ク′へみ θ―
~/IZ啜

掟がなければならなぃ。

また4抵 啄ズの二菫結△にょるス炊、ァタ́～′″ ―
~/・な (乙x//b)の

群ヒでは考えられなぃ。また (ムX/1c)の 群格とも大端メナノンに相当

%″ ′～ク/′ _~/lz勲 1啜 吹、 さらIZ/ァ′́～/22´ _~/ η蜀
`

●
●

●
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ぃ啄政もえめられなぃものでども lzl考 えられな い.菅ス 、水上のガ

法できなした んグルχ ′く(xxX)キ)を '況姥物とん /ン を級煤 とし

て蒸触Zぇ した茂嘆体 はわ レげノーノン木 (″つ である乙VIよ ホ外吸

吹スペタトリンおよグス素分析からた認された。  |
‐以上の結実よグな仁による場 クtグ

“

粋孵イt″みに核の9霧確ク
リ‐ぼ能性:ま

=猾
されたが、そのイと拳

',4唄
をするために、ウル″ψ

塩ス名前%のグ″″ z膠亥なよりも緩彩な家・/t探牛すなわち‐

彦揚″%ぁ 多%π .4π%22つつ
“
)ま たはιみz名物ん αα続・

zし券 ′覆%″″
“
ノな層めたガヽ`、前者の蔽仏玖てヽ該次々接本であ

ろんがら″ 本 乞くた。Zれ はタル%ι震″をし左 (723ダ～2,`・

(グ姥c.))と して確認された。若レも考者らっ得たり
“

ッ 盗

基が■ しし、檻立をもうなら蔽
｀
、その欧な戌歓休も上上のような(xxx)

の凛之セ有するぎてヽある」 z、 で芝ム、水上が多1齢 ズした

の 形 ″%`死タ
ル 2脅 絡 書

有 する %″%に 本 (Xα )の意外ス

llkス で ク トツと渚者 の得た湯き案次 のそれば異牲 イトのためかジ旨く薇裁

においく若千の芝異はあるバ殆 んど同一でる ろ Zと バ学l明 した″ 乙

の才矢からく芝に得 た
機豹zttη多 たス は

`興
瘍彿黎コム心物 (ム x/)

ではな tゝ 乙とが昭らかた乏れた。なお咳花 レて得老 ん凌レ
“

‐林 離

4が2っをラ%及た が盆牲 て、もし蒸整式 (∠χ/)を 有す るな らば 、

々の影ワヒ六で熟本は鮨磨族 タトン特性 のために んぁノヽ ′″ 攻た は`

陽性 である筈 である。

かくして 多 ″ 物 為 膨́Z″ 22る (4ルつ を膨 驚形υ寧髪

して得たホ滋を アメ状効 ぼ ゼ錫%″″ 凌
綺/%こ 核 な

“

するヨ

的 とする ゎ
夕
ζ夕 体 (″)て あ`る乙とが証昭ざ氷た。

●

:胤(X豫〕
(とズノra,  Cl13

”

”

Ｈ

月

Ｃ

Ｃ

０

０
鍋
磯

―cH3 Cけ二C‖ 2

(∠ x/ノ 6)(■X//メ )

・ ●   *)口
五物 1脅ェ往民より去宣なサンフつνt態専 されたものを用レlた 。

(`“←)



●

そ之でヽιのヵ″″杉|´拳|`′【21を ′夕をレ″|ネ
IZじ たが`うぞ)

〃 %″ワ喫Z%れ て` メチνたした。すなわ1参 Z疑てグ休 ?
′a～

`´

ル磁 を クロロホ ノ
ィ今

た潅 解 :し
、級媒 量 の ′ι″贅%イ″ι

α″ 〆 灌 水洛 液 t力 え、沿 時 滋 花孵 ″ ″ ″ ″́″ 乏導入反鷹 さヽせ ′

永至 に渡 章 後 、 /´多 老割亥で織 ム 、 Z水 七 /み %永 属々 化 ナ トリシヘ

でマ稗後、直ちにクロロ水ルムで粘火乾燥レ、戒た暫去づれば茨黄

褐こオラメ)レ旅粉末ガ得られる。zた 吉イイ2。5`精裂 し、
:く

られ

たカラメル翡しか木をク後数多勿a潔%渉と Yし て結晶花した。メタノー

ル・ ェ ーラルから慕結発すネば 多夕 2ダθ～ 2グ/´ (πЪι_)の 蒸 雀江

方式発 となる。本物資バ ヨ的 とする ″

.夕
ん乞 (左″ )ず

な わ ち 2滋ε_ノだしみ察渉′
″

″夕ι 多
～

凌免ン処 (乙 7/)で あ る 2セ は

え素分沐『 て形窪豪意した。

●
●

●
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第 二章 実 験 の部

生カ 第~章
,第 丁節の実験

//咳 //版多‐2(/め―Pがあ多 (××xⅥ lι )

′り ′一″″ ~7-2シ ″わP′ ″ 蒻 場 を 形 夕 のァレカ リ処理に

よる方法

2_m後 ″ ″ ル
ヽ_/多 ビ″杉17易 蒻 ル /ι ι 七厖ハ レ

筵 場 _免 6tあ蘇 4し てぐ ユす時 間水浴 上てヽ加悠ニネ レ冷後

桁ムする巖麦色僣畠七デ承 レ,従あ ― で力 紳 微 ずれ 時 ″ 傷 ―

″ 滋 多 (〃′ /′ ク～/夕 ′
'ζ

χそこ.〉 ノ
来
場 チ♂ バ 得 られ 3_ホ 勿 資

′′゙ 3屯 墜髪 で ノ′%7K彫嘲ヒナトリゥム 7K疹液 で処だ レエーテ|レ「

クビゴ 六 )レ ム てヽ箱 敷 す る。 舛 ム液 なれ 燎 ノ

'メ

謀 密久 レて甕「られ る

消 代物 玖 ′′20は ′ガθ′ルタ セ 庄戌 レ,ェ タ ノール ウ)ら 孝 ビ真僣

轟レ″′″/～ レクる°のラをそ材奉く畠セ//1る 。渕トタπ燿家はジく献郷載の

話実に―スする
「

わ

ろ♪ /― /″z′タ フー′グ彫 蒻 4´〃 t凍料としマ、み物が′

Z目 へ る方法

/一 ζ 皮 一

′
ガ ι θ ι

′

D/タ ノ 蒻 多 ″ ″ 厖 》 ″ ″ 多 Zル み ら ″ 蒻 ´ ,2a

セ水 /′ ″ιl■ 落解%炎 ′ /́ι 〃 水脅げヒナトリノム 水滲液てヽ ガ趙1処 江

レ褥 られ る涯資ホ仏浴亥 t常 なの指 く処だ し′ガιぇぇZ2′′2多 t

擬る。ホ物女は工五 ′ヴι
「

轟 とローの融美t禾 す。

/― だ卜7-2-ル カ′夕蒻
分́ノ多ιィ″%の タグル ζム/7あ リ

2-%鯵.グシ″″ /場立 痺 ≠ カル滋 ノ′′′セ泥かし、水

→  α笏″笏イみんた は このみ ″ Z2の 融 果は ′́ グ(〃

``.)∠
紫 告

んが Zの 新 合 瞬刺 の物多力を律るノらみた 重 曰 ソヽた方がな 孝が着 二

く

“

7)

節
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●
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浴上3時 嵐綱蒸すんく
｀
イスリ鷲ガ緒 品が分離して くる。次た流液セ

/衣 枚菫後、静 ム修晶之啜ぢ|ガ 菫 レ
′
、α影 んだι て、洗称 すれ ば

｀
4ρ

/ク′～/,す の゙意乙針状畠 /3a之 「々る。オ漱 七全らに る蒔閾加蒸す

れ |ご僣凝 ク2,パ //4ら ル 全逢 スダみ ビをろ。 ホ濶色ゾたt ttπ 乾ロ

してホス於斥糾 ′′すか七日収する。 /‐ 多″〆
-2-蒻″

/ン
クルん形ι影%

わ πεル は■タノー′レか ら葺修 滅すれば
｀
″′ バ′～ /す ,° の:魚 色針 ズ

畠∠なる。

ご′//2〃 12 計算値  ε 23′ 22 〃 2′ 解

実験種  62P′ 32ノ  ″ 2′ °2

/― ど〃り/-2ζ /ダクー′鰺あ″ ζ〃「三7-2‐カ
」′″ ノ乞 あアルヵ りμZに よる方法 )

前記 /_2タ ー2_ヵル′/ν
″″ ″ カ ルを ζttχ 7あ)2′ /′ ∂

そ多髪 /´ %ポ腋λナトリクス 3´ ιι∠∠もぇ派盪すれば
｀
結晶ノl■

易 ″ れ は//A々 にア|レ ガリにあガ レ透鵬液屯葬ろο最後に膨芥向

どが々かに加滋レ蜜滅てヽ /々液

`後
、な該ガリクムて`娠新 レつゝク

ロロ'六
'レ

ム「で溜スレ)知 氷漱セ荻畝ガリクムで乾脈、広煤省ム して

/2ク を 0洵機材象屯得 ろ。 んシ杉 ω t酢 夕 ///～ ノ/2だ°
ザ   .

2す′′%夕・ご夕まざ/・ ♪

ノーζεダ_″た ノ〃方ィタoア機ηa多ノアレタ多♪―ノ́/笏ク/2′ダク″多β″″

∴〃―″″ クルギ″〃%杉 そ ろ夕″ み /`多 ′ダー′2″夕″ ′′ι

多つなじポ浴上鷺涅すれば〃驚=向 でヽ全淋よ回たする。そられた黒忽

結晶 ζヽ″′ /夕′～燿P′つ ノ′/が ょェタノール・エーテ,レ からぇ修昴

ずれド
｀
作ノρ刀秒

°
(ノク″から運油す3♪ の熱雀結晶∠なる。

C%/72ク θ2″β″・%ル θ 計算値 θ
"lδ

クノ 〃乙′′

矢験種  ご
`ふ

23ノ  〃 /′ ′́

との形″″2″乞=坂私振∠ピクリン核 ナトリウムで処ダし,生成
レ九 θ́ ′ガ″ガ″ 孝エタノー)レ から壽僣晶ずんば ″ァ /″ v//∂°

の贅亀冴状晶となる。

●

●
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C,e H'o 0'l(. Ct Hr0r ltls 計算偵 θ″′′a //ク
`イ

実 験燎 ε

“

′
`/′

 〃 劣変

●

●

/― こ2.′
J″・

2り μ
呼

ゝ
′ 〃

滋 ク ′多じ為ι″多 」 み́ 滋 Lノ%蒻 〃%滋

の加水外解|■ よ6ら 亥

′μみたる ノ́ιιに前諷/― ζεダー滋ング/ん′〃勉″%″♪-2-

′2αック″″ク〃し 毎́υ″グz2 /7鮮 な嘘湛し ′ とんに加蒸継洋下に

ゴウ索 ス3み ′″ヵ汐″ /´ ι

'の

あ歿 t/′ か口に勉鮨す3。

清加後 、えらに3時回濶熟豚洋 レ、符ムする同体セオ5(す れば茨縦

《雀晶 (%ρ /23～ /2'つ /1′3 と各 き。廿腋
`渥

結 しその友左 X葡

結晶 4心せ水 ゛́ ιιl■ %解する。 これたニーチ|レ てヽ知氷レ班剣のヨ

ウ系セ次く。 得 らガした ノーク 1/tグ ^浮″ //2夕只タリ′″ ″2ノグル%蒻滋花

れる/んああ多`皮2のあ次に水彰υLナ トリクム′′ζ争′本ぐ
``の

霧歿 セ

蛉洪け口え、蕨血ホ雀%液 セ得る。 この係ヒ関する血ホ乙勿女は直ち

に来夫五明水こあ液 乙なる。ズくイで/次 メ者後、京畝オけ―ク人で脇

竹 レつゝクロ呵ホルム で箱スレ,解ム液 t幾脈後クロ曰ホ ,レ ムを脅

久する。残各々t数 日べ`ンビ
｀
ンで潤よ後、/媒電係ムすれiぜ

｀
褐乙粘

経潤 ′́匂 ζ∠イす力♪バ得 られる。水笏女ば誅曖 エステ|レ に可たて`あ

る。

多 η〃
′%″″  賣なぐ 晶 /争′

/′′V/′ ε
°

∂ノ〕〃//′δ″・%//2/グ″メ・リルθ 十算植 ι夕/夕´́ 〃タタ′

ズ験 4箋  ′′/夕
'ノ

//名 ∠チ

/=こ島〃―ρ場 ル4′χ多′/2をク%タイジー2-∠彰νみっグ グ〃″多

ノ́ z残扱ヶ ζχttι ♪

′″厖″ ― ″ //ア ||′あ)´′す′ノ′ ′́ ′ ∂́ ι 之トルエンすεこ

屯泌凛∠レてス蒔1呵 右″Lおた
｀
ぐかそれ然燿れすれば娠た水禾発生

沙ヾみらオし、スた滉合′材は,哲雇色になる. 過剰の′́ ン■ に卜
'レ

エン

ノーζ∂′〃―D″/%ルタル″4/♪―フα〃♪‐′πん″ζχχ/7〃わ♪

●

● .

● 夕)



゛

●

X減圧 下滋ス レ; 夕督物「セ小
`ι

εl・ 疹か Lノ 澤 71■ 々 て`形 色すろぅ この

水場ス |■ KI′ ′グatル え務ム す子 ィカ ″2ιク t′取 レエタノー′ン

0う 標畔宅発すれば″マ /ル ～〃/:″ ネ色針オズ畠ゞ //4ら れろっ ヽ

ιノ
'〃

/7´ 2〃″ r  計琴肇ィ自 εダィタ2ノ  //42′ノ

実験値  ι夕
`夕

/ッ ク名 ′́′ /プ タクヘ ユ7'

蒻多′́〆誠 ン物あ ; 女

“

僣晃てヽィ /″～〃グ ζ ttι .)

上Ⅲ 2,´少滋  /′22〃′多メタノァル /′ ιOに あ解レ′ 娠″ム像

3´´́ 多∠∠もに /ζ 時向加然燿え レ、//1られる形多ン2πZは ク′  ●

/32∨ ″/° の黒乙粉木オ物 玖てヽ幣宏 の枷 くみノクと″′Z2に 麦え′

■タノ_,)レ から4緒兵すれ |ぎ 〃ァ /● 3～ /よ 。々の藩黄色御岳t得。

β_2∠Z募名 次パ は陽檻 てヽあ る。

εオ 〃ノZの だク・ι
`〃

2θ 7〃夕 計算植 ご〃 % 〃 3.夕∂

契験穫ミ ι′′′ノ′〃 P′ タク

第二節 第一章、第二飾の実験

/´ れ形42-場あ多″″んヵ` ″夕渉滋 ●

ノィ %多″ 7″a″ι 〃 /多 に‐〃 /%〆易 〃 滋 2.23亡 槽

た,水紅毯派腋 tノ ス刊4蜜湛に度置 する∠材状蘭 ゞ析 ム
・
レを める。

これ屯ポ浴上 δ′か 回おりkり た`カロ煮選流後 、/れ旗反レ予 たずろ

燿褐色針ボ 品竜吸刊ガイ(レ ジ雀 発とえ液バ老 と しなくな るまで

多″蒻々 でヽ洗ゎと亥乙僣畠 (″竹 /́3～ 2/〃
°(Z2ご。))/,3が行

られる。ζ/2・/.♪ とればえ齋ズバ載の承美ュ/ノ∠V2/2° シー致する。

/ ' Me-//"72- 2 fn* r-aZa,n-a-

/=―/をグ
`‐

2‐ ノあわ′″ダ″ ″″ ジ″/レタ ′′ぶ́ /c/´

″小膠υヒナトリクム 〃σι
`力`え

て待夕分閥派激レた後 、δ′参同及こ  。.
すろだ水油 せ資なレ、系味色清状グ玖バ庄表する。べ ン`ゼ

｀
ン″ム ノ

(0)
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●
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米琥後歳膠ヵ リッヘ
`乾

豚 レ),各捩 脅久すれ |ぎヨ栄色伽状残 街物

′́22多 汐`イ手やれ 、 リグロ イ ンから真縫 晶 する半″ クダ～クご・ の後

資忽身 状晶 /2′ ″′ ζ7Zア /・ う かヾ止減す 3.か勿族の融共は文就

誰教の″ィ クク゛

`―
ダ する。 なだ /― ″″を 2_″ Z,多″ ″ 夕 _

″2凌″多 ン)″らι滋 ′L22茎冬婢 エタ ノー |レ に,各 解レ、ス未′2′

のェ ダ ノ́ )レ溶液 と超 え て/K落 上 z′ 分 向ゎ終運動し次々後 、水んとι

tルえて會六状先 0さ らたク痔向承 Zレ ても結品の新ムは激 られな

へので′/´ え水酸ノヒナトリウ ム水彦歿 で確:ァ |レ カリ絃 Zす 照ば蒸ム

結 晶ゞ/4‐ られ る。ェ ーテル網 水久 芝翡 で乾琢 ′滲媒脅 去レ、依 蒙色

他ボ晶 δ′み′ ζ夕′%Dな符 る。多7∠ /～ ″
°
。 本勿 輿の

″ ご彦あ

|ょ ュタノー ,レ が ら当酵橘晶ずろ∠27/′〃ν〃ご・ 6タタ
゛
で軟な )め 褐

雀″ 状晶

`煎

認か 内れ女の′ガ″  ∠燿款 するも融ズの時下之認

めない。

ル ノθあ 、コー″ ′馘 多″ ″ ι ″ ″」`″ん

/ - e/y'o,r,a).zo 6-*L tra/)ou. /'tA^ B t a:' z>z-z//t72,.aL de-

ふ′rt泥全レ,ボを上え寿同ヤ忽ご旅すると次々た経廃が析イレ.

:  みタビ△体がロイいする。ィギ|ザ 盟後,2“蒻″ で充芥えうこ
易 滋 滋多子 夕́ がそ らオじる。ζ緒 %)と他 t水 か ら数 口再結 晶 する

こん ′ 22夕～ 22′゛
ι″ ど。♪ のス 女乙薪 洋状縫 発 乞//4る 。 乙″ 1支

献ィ教わ触亥 22,。 と芝 c.つ て―スする。

ε/′ 〃タス/12 計算伯 εご′′2∠′ 〃2ン 2タ

実験伯  こ 3の ィク′ //2′ 」2r

フー滋 /〃∠―/― 拷 ″%″
/―場 ル ーフ_%多彩不 夕 だ ″ 多 ″a″″ 場 み ん ″ 〃%

|(/′ 殆メく畝たナトリゥム水あ液 ″ ιι tセえノ水滲上派盪 しつヽ

おガ々かた拓減すると、経晶ぼ徐々に安杉色葬状物 となる。右 ノよ

か族こ後エンテ,レ で胸嗚レ、弦脈淡 ェーテ)レ セ脅去レヤ女と漕厳

省効 |ま 族置すると口花する。2′ 0チ～′′ の経品 ユ32,2んみが得ら

(S■/〉

● .



●

れるこζ″′ご %)

を教状晶 ∠な る。

に一致 する.

C/´ 〃夕″′ c 7f, 44, // 3-.7a . M f. Fa

C zf,4?, // f,77, lV t,Pl

看洵ェ´テ|レ が々斉怖 品すろと〃′ク́～夕/夕 °の煮

本物女 の秋久 |ま 入献髭表の確ズごど δ♪vんあ ″ι

計算値

実 験値

０

０

第 三 節 第一葦 、第 二節 の実験

ρ滋珍 ιズー%″′ ″グ ル レ 滋 ζκんの

く水エタノ=,レ ′夕ι6に金属ナトリツム 2′ 夕♂セス かレ 冷後

″タ レー 多″ %〃 多tォ〔え直ちた育そナトリクム姉
虫による自水滋旅に多彬穆∠″′″ 蒻 //み をtrrえ ろο少時か口滋

すればスたが肉嬌グくレ 滉液ば黄変レてくる。以後 2/降口加熱

菫琉ル得られた嗜ホ《ズた滋液t々歿氷酢歿七tLrえ て該/1■ とし、ェ

タノー )レ t波産街久レ:鰭橘4造府彰賞脅液屯氷水にあけ、/1Tな 油t

^致
レ水雇 セスロエーテ|ン で相よレ新ス着∠驚ム衣を合ぜ′す%炭

玖ナトリシム4水 で光旅 レ壇痛で孝腺教え制禁七

“

去レ蔵漕t戒∠蒸

名
`有

す。こ峰分 ι′′〃2～ 〃ξクで

'奮

ξ′t々 ろ:ζ 夕∫%り 文状
3の

ではホズ験と同様に磁ハ利てしてス″滋ン厖 ιみられな之 t用 ぃて

ク●′%の 率キてヽ ろ′′′
『

〃ご″消状物負を得ている。オ呉バ若千

哭るので柱 株々件 X変えて次たヽt式″たが あたα・ //∫
°に相当する

海べ勿女は ク葛′%の灰率で行 われなしヽ。作な細ヒレマ //2″′ゎ〃′
その社t可tい

た場合でも主脅かはぁP`/∂′～″′°であるので全ゆ

ため暮箇しス葬シヽ

“

に́々 レたり ｀

ε〃〃/ク ぐ″〃 (b′ ダ″′～″/°ジ

計算偵  6″ ″ ′ //Zグ ,〃 乙″

:1_笑 験偵  ε
"′

′́ 〃 zタ ク′ //命 ク′

(ζ2)

●・
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潔―ウ″″―′
―″杉〆〆″蒻歩̀

′ιノ″゙ 翡グえこノイ′χリ

ル イズ ンー彩″ ‐́
/3‐

´物今勿笏蒻 (/177_〕 に

〃
滋多ク 竜才ぼ

各
てこ流 レ,裁 後斎 子藤

`剰
戦 する Z

會そ絃 誦 ぶ新 よ す るのでま引ソ通 し,エ タノール がら為結果 すると

後′ ガ ″～ださ
゛
(磁多ε.♪ の熱 乙凛 状 晶遼得 る。

ごグ〃/3′2//s・ 〃″θ 計 算偵 ′ 訟 7ん /―/乙′/ン 〃♪?′ ィ

実験ィ宣 ε 戯 ∂ま′〃 夕/′  〃 ′2,夕3

β―/鯵ルなる/2蒻″たえグZ
励 〃 し ″ 皮―

彰 ″ ―
′

―滋 ″ ゆ う 多 ″ 易 ″ 2′ ■本隊た ナ ト

リクム 3′ ′えく動 ιこのメ歿 ととも |マ 漕浴中 ,時向加撼選鬼す る。 こ

の向 アン毛ニア発生が認 められ る。次 に 3′ /O娠畝 ぇ′ιιで豚と て

レ 洵浴 中′ズ課■「 El紫ぼえ後 彪私 ナトリクムで虚縦 下工ニテル紺

K之 な い:麹な漱 Xル ξ́
`繁

燥後 エーテ|レ t脅 ムレ、燃状賞 脅物

tがラ人権 で才中費すると口た する。 こゝ暉獨Lられ た ″ク ノ π 夕′°

の/.2多 の雅瑠窃昴t/´ %彪酸から二

“

晶しれ′′
`ヽ

♪/eの 煮乙命

品t得 る。大協瀬鮪戦
多物欣美た一致すろ。

′―ル |ターオー

…

〃々場″ιπ■πん″晰勿蒻Z冽

黒小■ タ ノー,レ /ξ ιこに金属 ナトリツ

^47'3之
沐 静 レ1 乙わ IZ

2カ場″″η″笏んな ∫えがなス水 エーテ lレ ∂′θ ιοに必静 レて加え ろ

`ゴ
uイ ド骸竹資カミ`縦なしてくる。 さら〃渡畔 レつ ゝ多4/″ カ ー

多た 2'多 電カロえノ水沿七 衡 ξ府 尚加 熱更れ すれ ば コロ ィド状`竹

吹ばな着 しこ頭 となる。X蛉後 ノ水え′σι′ 畔畝 2多 の海合瑕 セ派

盪 レつ 加ゝ える。 ■タ ノール七鮨久後 、エーテ「|レ ス)着 ょし、箱よれ

t/´ ん友畝 ナトリクム水たた 、水え後 、えな 力′レンク人 てヽ軽嫁次

置し,ェ ーテルt街 ムレ,残省物「之シ趙承煮脅にた す。ちρ3‐ /3■ん

/37・ の熱そ済状勿 負 ク/′ ≠多 t得 る。収キ は ′ク % ■‐ |■ ,1

●

● .
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βl/%修 ′グ  「″■″ 老条θ子ジt′
∠レZZ免名/ルlι

 ι員ルノン)

上認凛料 エヽステ|レ ク乙ク0之 /′ %水 旅なナトリゥム水)各歿ク′′ιι

で力r不
^静

するし 3時呵潤浴中∠流 レノ荻笈置後減乏波鋳 レ /′ %
燈畝てヽ祓花 Yす ると台そカルボン隊が新ムする。欺 リムすこンなく

スの湛よ欧七行う。

P - l'fu/41?2.-Ja'z)c ac)/-

上認 反バ 滉ハ物 乞漕浴 中 ′驚 蘭加 窓選流 レ屹炭 咳 也 じめ 族 冷久

髭ノLナ トリウム で娠 群 レつ ゝエ ーテレで驚 ム する。 この 隊 免ク́ ιι

のエーチ,レ 屯ζ回にハ|す て楷スレ′ルθs工 業朦枚逐次洛媒な名去

すれ川ざ會こ紹戌債芥 ノZ′ aセ 行ろ。 /′ %形鹸がら鞣僣晶レス成

認グ の″′ ′7。 と―致する結晶を得た。

・
九クルをグ 鮨 合 中のェステル女次

金属 ナトリウム /′′ま,セ υ々lKエ タノ=ル フフよιιにあ解 レ、次

に1″″為〆 %物を″
`″

%ク 勁 ′ メ加えろて脅乙竹ムれが生薦す

roこ れに ノ 7-ん ″ 彦 ″ 辞 セ畑えノ膠安その灰広琢家

電盗火終′久々に鰭浪すィtlぜ 楽《スたバ質ゃするので―ユ来七秋さ久

たが治よって後 、ぇ/峙頂■T● 蒸ジ流 レそられた彪ホ色灰た源合液 o｀

らニタノニ ,レ 七脅去レ、衣省物・t以く酢酸 れ,ι c t合 右する劇く/´′ο
`ι

にあけ、新よ湾毬ベンゼン畑Kレ 、和ム液セよ%菫 次亥ナトリウム

でス い、不沈レ堪シ首てヽ孝叡泉する、あ鉄%去 レ嗜未色残静河t減たま

髪ht付 レ、 あ′3/∂ノγ/37Sの 留芥 ぢ我 ′′ 七得る。ホ外啜収́スペ

クトレはデ〈に″ %グι ttπ″あて力場夕 ∠ゴ好 針脇 ″ よリ

か戌したル を〆ι蒻ゥをつのそれ∠え△に一蒙L/た 。またこの消を

者た涯スレその関燃 ラグタムはク′ィパ～/とだでぁ秦
^祈

獲は上

部″ι17多死修乞 かクのラィタム ″ ///γ ″ガ に一致レク。こ

めf実 ら゙確″笏杉ι紹ハ中にエステ|レ 交換バおころもので尽わたる.

０

●

0'

●・*) bp t /11o- /*/"
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だ/ン 2-′ Xθイーな ―二″″残    χμ轟
(Xん アノ1各)

ユdtt χ―
Q″

π″″
プ し″多グ%ラ

イ孵∠易ノカ″菱 /よ移t無
挙 ェタノ

T,レ /´´今ι に漆 鮮 レ`〆0/佐 ″鯵 ∠ 鮨麒 ●メει t加 え ′刻く

秦新た クまえたて終 鰊菫え t萄ち。 次パ湿皮 t徐々に上昇 せしめ、

す浄肉 でズた な

“

了する。 2の 町嫁湯減虔 /´ ち́ 派責気庄 ∠′ 疑瓜

セ7~● した。仄た後、鰍媒セ才 久 し、者液 からア |レ コールセ街火レ
,

次 g漕状物女七漱たよ笞しイ レl bP 2● ノ′〃v/′ン
リめ粘綱ガ状蒻 質

/2,t行 6´ ζ″%)救 置によ |リ ロ化 するので` こ礼 tエ ーザ |レ から

再緒昴 レ,2′ /〃 ～/れダの黒を針求 畠を得 ,

θフ〃/s´ 3〃  計算雅  ご 舞,,3/ノ ″′/∠ ノ 〃 Zイ

実験雅  ε
"´

5 〃 2′′ 〃 アク/

橘滞 蒙省分 ιレて あρ2′ ζ 22夕ν23∫°の《色務栢漕掟物 負2′ P3
t“ 。壽省 レ IP',ζ 2ク゛

´ 省
^t元

秦今新 lt村 レ′多二仏 アミン

計算種 とKば'― 致 レたが その祥上は水ろを認て、あう。

′′ //3夕 θ,〃  計算権  ε
"3′

.〃 ′′ノ′ 〃 3/ク

ス欧権  σ

"♪
/, 〃′Fa ″鳥″

ズに解多
η ´ 了  `々 蒻 ―

t縮合せ レ

あて以したえググ ズーくタル笏―′―″カンタノι滋″滋 t凍 料とし
て前れ て14隊 めな法で磁 乏涯え に付 した てころ,午 2,よ /及P～ /フ ′ つ

脅か 乙/aが 派刑ニバ 多 よ I)得 らんノ 小劾 負 ば半風状てヽあ り、:口 な

部分 t正 一テル より数自 諄結晶 レ′ノ争
/′ S～ /″ ρの 熱こ針 1だ 晶宦得 .

C///ζ θ3″  計算植 ε″ 3/′ ″′〃′ //z,∠

実験ィ復  θ
`′

′∠ ″夕′′′ 〃 Z′ぐ ‐

この場合 に も教 宦ハ ∠して あ′2′

'2/′
～2ン・の %芥 /グ′を得 ″昇

雀 して あρィ′,2な °の黒 色務紹 漕 屯得 たが
｀
,描 整 |ゴ 未准謁 であ 5。

≫〃%∠ み%″物ィ
ー協

`′
′%―β́″″荼72か″乙ζ乙イ′つ

″″ 珍イ ズ´
グー ′

―〃蒻¢イ″
劾″″彦 /辱 t氷 離欣 ン とιに

●

● .
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塔鮮・し、 二れに無米酢核 ζει′′み3 π洒 , 魚水 研K畝 ナトリ

シス 粉 太 夕at泥 か レ.:"～ ″夕 で 獲 ォ しつ プヽロ

ムタ́ 多t氷酢眩 ″́ ιιに溶鮮した溶茨t口た直実て 消力げ たせし

めろ。 /x几 初期にはプロムは直ちに絋脅され るが、徐々に広 こ|ま ガ

々 くなる。油

“

に 2′ す時閥t要 し、さらにク′～ノ́
°
で ぇ略同税洋箕

つ ゞ`け、 ズた後沼合πt多 疑の水 にな入レ,エ ーテ lレ て`抽 出す 6ρ

抽出腋 tガく及 .友 隊 ナ トリウム水疹液てヽ沈 いさらに本浣後、形 /tlカ

)レ ジウムで戦燥すろし溶媒 t名 去後 :黄 色々雀物 質t減たま省 |・ 付

し、あP2′ S/●く,ハ /́399′
'省

か ノ2′
`ra lヒ

得 (`ゝ2,2夕ち♪

ι//〃 /`θ4〃 ′r 計算値  θク●′/す′〃 ●2Z 〃ク′
`ザ

笑験に  εクQ″ )/‐/こ 2/′ ″ t″

D滋″イ メーのた″=ズ~が揚7・β―″り あZ″ιζ左〃の

鷺 乙″ 珍
″ ル タ″ ′―ノー

々 ″ マ
ル ″グア/パ ″ ″ ″ ζム〃の

ア′多 t黎 水メタ ノ´ル |′ ίに溶 鮮 レ,■ ‐/rcに 穂洋 下,金 /ti lナ ト

リウム θ:ぢ 73∠ メタ ノール ク′ιιがら製 したあ液 t/′ ～′́ り
で /多寺

日要レて消 加及たせ しめ ろ。 この籐 女た れに無色 つ`ら 黄色′橙 ホ色

となるのてヽ .えく水で外部 よ りだ却 す る。 生温 てヽS時間が置後 、`氷酢

畝で杉畝 /1tて し、な 湿てヽメ タ ノ ールt省 ム し, 炭

“

物 に水セ4口 えて

エーテ lン 柏 ぶする。 施ム表 t水 ,菫な酸 ナ トリンム 、ノヽ イポ ノよの

lll■ た光 tゝ ノ 塩イこ力}レ シウム で私塚 後 、あ媒 k脅 去し、 衣 Ft焦稲 に々

し、 あP,/27～ /θ´
°
のく色落 θ′/at/R―。 (役 %リ ホ物 政は凍料 の

ケ `〃
′～〃 夕

つ
たた して蒲スがな く/ βグ乙彦易 攻た K欧庄 てヽあフた´

形
｀
ιた′

彰
´

“
`法

による物〆蒻 χ
夕く 基のえ量

∂//〃 /ァ θび〃  計算値  θ〃P′― ル′∠/

実験仁  θ//」′― /´′2′

前記物 負 ζと料の の加衣か解 ノ魔炭酸およが エステルた 灰あ

く水メタノー ,レ

`′

ιιにか属 ナト リクス ′タタa`溶静 し、 これに

林料 ζム″′の /′ at魚 水メタ ノー′レ2´ ιιに洛解 し、撹祥下シ～蒻

６
０

●

(`ι )
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も

ひ
め

(2′ 芥向 |■ 泊下 レ,滴 下後,3路 日常湿てヽ彦綺申レ・ /腱 次層 し
,

簾水そ衰 な戒及下街去せレめ、考出せ る臭フヒナ トリウス を分 離 する。

この除 エーテルt加えて莫た ナトリゥム 2,3a t祈贅分解後 、斃木

色ぞ亥1に ′
'%工

タノーノレ 2,こ 6逮 なけえ、 これ|■ オ(I玖イKカ リク4

3グ′ノ タ7%エ タノーソレ2′ ιοのス さ液 セ∂θ分日要 レて病下反応t
レめろρ この同 3/° 妥る反麓源虔バ上昇する。 /る 時日親群 レ,/
友放晋後  'く酢駿 クιι 名 加 え、 g狩自嫁洋す 3∠ 4FIネ 固体 は大き,

か溶解 する。 これに併物吟少量方bえ て ヵ γ夕
°
に減洋カロ無する.絶え

時向カロ気後 、鋼 粉tソ 矛」レ、 これに滋流 啄 ノι6t加え′水浴 上 3時

向半曖流とレめ、 ベ ンゼン少垂屯押えて水浴 上蒸名 レ)そ ρ々腋に

さらに波流 酸 /``がまが 煮刻くェタ ノール δ′
`ι

Σ拒 え´2て ,時繭加

窓ヨ流後 、瘤凛茨箱 レ、残脅物 t水 に注＼後 ′エーテレ掏 よ レ′■

菫表該 ナ トリクム 水溶次てヽЙ■  ヽ イくた後 、芝凛 で乾瀑 し、 ェーテ lレ

t脅 ム し、米色茂

“

力 ζ戒 乏よ名に凋 し′あρクダ/お～/3`° の脅分

23a tる 手る 。 この 渋 貸 こ 油 状 吻ケ負 之 之 目 炉手脅 レ あ′クタ ∠名́ ～″″Z:

の留参ヒ ″ク
'/2/―

/′ P°の角分に分けて元素今浙「に付す。

σ′ノ″ノタθ3〃 ζ多′ タ々 ノク′～ /夕Z9リ

計算値  ε 鏡 5名   〃 ′″

実験 植  θ
`城

クろ  〃 ク//       1

ι夕〃κ θ3〃 ζヶ ′々/タノヘ/′∂つ

計算 値  ε ,メ″  ́ 〃 ′/`

実験伯  θ ,/ノ ア′ //Z/′

両海夫 写分 のホタト頸採 スペ ク ト }レ は 22`η οガ
/1t耳

トリ|レ 基 の吸

リス //Z夕 こグ /に エステ lレ 基 の唆採 をち
｀
の お の有 し、 ス桂イ窓 と考え

られ ろり もち ろん驀a十の グ乞ク%ン′彪蒻少′ ては 奨ろ吸択 マ禾す。

●

● .
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完囲節 第二章 完田節の実験

β̂C“ 助́蒻 χ〃珍υィリニ′形〆″ιθん∠

′
―ζ′.“ 二″″厖グ%´I″″多″グ リータ ″ 多″ ル′

'o左
ガ 以下

に承ちな分満外 レつ 、お ン分盲に氷辞酸
`.2′

′ 水 ∠,26ι η泌液 之

痛下するクスに菫%肖 酸 ナ トリンム タ′とみノ 水 イタ
`ι

のな液tプ以下

で/S外 向
=レ

て泊下′以後ぐκ薦向 シ～″ダネ戻たセ紘行すれば窒

糸の発生 tよ 上七(o/次 赦置後 、介離する滴層t分取レ)キ潅 はエー

テルで柑出する。漕層 ′抽ム荻tハ也′溶媒t%大後、二部と成す

るェステルtル水分稲:す るために期 雀去残省物 |■ 水咳処 カリウム

θl夕 ′ノ 水 ∠すιιノ エタノ~ル ιιι t加え.水 浴L上 /夕青口な口熟壼

れ する。 上 タノ ール 督夫 後 、ェ ーテ )レ て`地 ま レ,れ な漱 七 /´ %塩 酸

少警てヽえ tゝ ′モ満 で重派する。 溶薪t脅 ム後  得 ら れる暗未色油状物

負t,戌圧蒸省にイぎレ)工 省
^∠

して あP3γ ″ /ク /・～ノ
`す

゛
以女色粘相

油 7′ ひ を得。(どzノ %♪ なお灘諸沢薫省残お査看千なられた。 こめ 油

返碑で す

'た

めノインラクダ 呼 証 の
″ 洛米 をヤ え永浴上え

時申加檬ジ 流レ′
',″

―″勿励霧μρZttZ%レン /ヶ疹
ン

乞″場%グ
ビ す ろ ρ ―Eタ ノイ ,レ か ら教 口 再 緒 品 し れ ρ夕

"γ

/″θ
。

あ 黒 色針 状 尾 こ

する。

ι〃″″′夕〃 計算植  ιノアタノ′ 〃 /′ 3/ノ 〃 タノイ

実験 砲気 ι ノ′夕ξ′ ∠/7& ζZ彰 ,/7/ん紹 ′ 了′//ノ 乙′ダ′ 〃 ク′P/

ρイ
'ダ
ール/洟磁 lψ″グ リタ わ 貌

βTζ
∂′グー″″ 荼 場 珍 脅〃 を グ リ_m/″ 物 多/鐸 と潰

科 レクヽ′θ°次 下で ネ辞酸 /θ ノ 水 /εこの漆液 送満下する。 双に 立

謝酸ウ トリクヘ z′ a′ 水 //ε ιの混ハ凌
`糸

,ノぐ分自 |■ 同様然4下

に泊下する。 直ちに墜素の発 l■ が以`うれ,以後 θ′～グ′°で んllt向

*  f`〃タル′プCθク6//12,6〃「〔〔[〕〕〔::Il

●

●

(S,)
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●

●

複洋レ、スた終ξ後 ,ノ 々旅置すう。分離する下層´暗ホ色浩分 t

介取レ、母液tエ ーテ〕レで神ムすろ。力分 tェ ーテ,レ油Z歿 とかt
溶煤脅表後′水酸たカリッム ′̀〃 多′水′′σιノ 手タノfル //“0
渥合荻セ池え、水浴上 /Jキ向わ窓援流すう´エタノール t“ 去レ、

得られろ渚太セ湾
`エ

ーテ′レで力左し、抽出液 kノ′あ娠酸 t｀まず少

長の気くで`次い電砧てヽ載燎後 、乾凛脊tt波 去,孝液t減縮する。表省

狗半丼れ生煮誓す71y lゼ

｀
ムP,ん診γだつもの

“

くだ状勿家 ノaが得 らんろ

(″′2%え ホ物女は窒索反バ骸ン生。た認のため水物資に観′グ ●減

のベング ンな漱 tた え′2時回水浴上でカロ熱賢流 し、ベンゼン密去

表脅腋七凍資すれ |ご画/ヒ すろ。 こゝに得られた oク ー
秒 滅レー

なん宅″%/〃―′んンクZ蒻 〃″を犠エタノーレがら数回再
絡畠レ、た′ 夕‐ν′∠

°のくこケ状品 てする。

こ′
`〃

だθ′〃・/〃Ъ″ 卦専伯 ικ アZグ″夕′ 〃ク′″

寒験 値 ε ∠/′ イ ノ〃 〃ノ′ 〃 め2/

“

錫アマ)レ カン によるこ夕珍 鰊 7-″ ~́″ ″ ぼえ刀

∝ タール 脅 場 χ
″

勿 ノ彦レ
タの多%″鯰Z多 )        :

重銘 沐 2年 に すわ昇 兵水 夕 (́ι
`混

じ′ δ́ 分 嗅族置 した後 薫 %ベ

でヽよくた ら。 これセ 蒸 脅水 /´′ιιどまが
｀
工タノ ール 2'ιι で三豪 フ

ラス ゴに移 し、物始防六状 ぁク_夕勿たノ%″v年″_″励 ″ ″ を 多
'at

加え茨力 欧 クノιι X加 え ,さ らに /す分 亡要 し て浮厖 政 シあ´ιι t表

ヽする。 水浴上
`ダ

てヽ 3時宵撹伴後オ互 レ|オ 液 ま放圧下カ
ウ以下てヽ

縦鰭 レ、友亥 チトリクム でアルカリ雄 てレ′ 祈 出物 セノ盪 .が 液を

べ`ング ンて`鵜慮し、抽 ボ液 七反嵌 カ リシヘで乾 煉 (プ ニ、ヽ シゼ ン

雀去″首漕 t夕成4ネ 脅にかけ ι′ク々〆v/ン°の蓄分 2´ ,夕 ζ′Z夕″

t得 る:

* こイ〃
i/1/〃

ι′′ι■2・ ε
#21〔〔:〕質:1))ε層2●

.

(゛7)



第二節 第一章 第五節 の実験

sfil o Hozzoutzzalz>/a.rrilnze ( U4//'/Z- J- rya.aa-p-
ガ イグ(郷%“蒻力″乞てセ高だ選ぇレた場合

″〃タ イーッ物″―βジη%44彪″″ク′′多∠ん″ ―

“

多ια力/α″レンちら /夕′

「
′乙t忽水エ タノール δ′ιιに溶 解 レ

:

ι々″
%多

〃イグ の
を

左 下、

“

産 〃ざえ注で 壼え レ 仄尽 渥友

ン/θ ～ //θ
°

`//♂
宅産に保ち 多峙 同菫え t竹い、費法 の如 く処 理 し

エクノールま後残雀勿 t濱工ま名に着すo

河めに あノ°θ′ダ /こと2～ /2`/° のみ ″ ″ら′残 〆 ″′ιえン″レ多 ノ2′ ′クセロ収

レ 渉0■ あ′′′ダ /欽～/す夕
°
の くな務莉着 /7ネ t得 る。最次に か θ́∫

/楚～2′ /つ の賛緒色務紹漕 ィメか=得
:こ の街分 にメどすると―部ロ

なレ′ 乙家月■エクノータレ七カビえて油分
`緒

晶てか潅 レ, シ宙分な さら

t/7,は たく密にな レノヤ ο′θぐ 決θ′～2ク /° の消 七得 。本油状れのス索

^着獲 は物 象 (とχ刀′|)の 計算権
`―

数する。 本勿資は剰法
`の

で以 レあ

るのてノ墜次がほだ
｀
―致する。

C/'〃2`′∫〃 (物 資 χ左″′)

計算値  ′ どこク
`ノ

 〃 アクZ 〃 名 2́

実験偉  ε ζζ′′′″ 〃 z/2′  〃 4ク〃

次にか推 した作品はエタノー′ヶから再結晶 し,解7///°の熱色核灰

静 tを め ジ教η ′

“

/γ //2° の ラクタム (χ たアイレ )と 泥融 するビア′v/′。
°

で解矢の落下之不レ,馬株 檻t tt tず)未外吸収 スペ ク トレその仏

の結果から物気 (と〃χl♪ と想像 されノ⊂χ/χ l夕 と薇定すれば
｀
スの結

果が″手られ る。

`じ

ク″らわ,/y2・ %μθ (物量ムY″ |♪

計 算値  6`z銭  〃 タタ/′ ル タ′2ど

実験獲  ε /z22 ″ Z´ 3′ 〃 クタ3

なお上記反た戌使本 tノ ′ /● 逓敢 で細 ム レ′アン毛 ニア ア lレ カ |)

′L`レ てエーテルで拍ム し1戒′蒸術 に潟ル ′ケ ′́′′/″よ～22′
°わ

●

●
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●
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粘潤 痛 t得る。 このだ oおん |ぎ 手タノー ル う`ら褥僣 晶 レ"″′バ7～
/∫

`°

の黄そ絡品 な得 る。 木脅き次 の反た で得 られた髪基雄 物女の

′ガ́
「

浅 れ P/″ ～/“ つ て彦餞i微 するも融来の降下 |ま なかつた。

なも
｀
夕`受 の エタ ノープレ|そ 不 ,各 物 t渚「たが 未確 認 である。

当 モレの場 _黎 夕
″ 場 (Z力〃 〆 必 υ ―

―′一

″″4″ンんι″表2γ 七高z彪巨えレた場雇ゝ

の 〃θ″物    2z2,と 〃蒻7
ズ~υ―

―
β場 鍮 γ 蒻 ″ ″ ′を無ズくェダノールノ′′σどに

溶解レ、 え多鸞 ″をノZ乙 ″7′ を展関して得た懲媒tね え′Mたヽ

ア/え 産で威え し、な々に情熱しく//′～/2/ひ てをレ、最裔圧〃み/

///久たの構υ牛下で衡孝斉閾スた`とせ /久承ヨ後,触森t誅 2,■
クノ_,レ t“ 久後に贅色紹和落t各 ぅ。 ■7rt t疵 淫煮者に君 レ、

ι′● /ク′νんで°́
〃移″ψ′多シ″%″多彩ぇえ″烙 /^′′ζネη雀oス /多 リ カヾ

口仄される。次にあ′′̀θξ/´～/″・́ 髯分′′′at各
`´

 これをエ
ーラ ,ン がら数口そ修晶 レ1でクノ′〃v″′°の名凝 髪得 ためてヽ冴1塗 か ガ

した ラクタム ζχLT′レ)(″ 〃/つ と活融 レたが離稟静下 Xス をない,

ゆえlt同 一物 であ ることX確認 した。    |

0〃′ごθo〃 αムηノの 計算値  ε Oy′ 〃F//′  〃 %夕/′

実験値  θよアタ■ 〃 zル ′ 〃 夕3P

この際多量 の減 乏蒸脅戌瑾があり、 演置するとガ
｀
ラス状 に固化 す

る。 とオttエ タノ ールと虚厳で温寿結ま し,荻 通する∠資色結晶 t
桁峯し、 エタ ノールから再結 晶すると2′ 〃 ′́́ めくこな 状粂 ノ″ 7

4t´ G。 本物 頃は脇基桂 t有 すもt 水外衣ヽ収 入ヾ クトリレち ま`ずん

素分本毎lkの 機採 灯 lス ζ∠χ夕ll l)ヒ たたら 71tる 。

ε2′ ″,`′ιルЪ・ %//2′ ζ物 項 ム溜χの

亥it上 記催晶とが離 した畝/Lホ移色ケ旅t減縮 してエク ノー lレ t

ヒ去レ、 上准液 電今権 レ、 蕉餡 )曹 はヾンビンて`え ヽ`、そゎ痛状物て

前τ色と
'整

茨 t谷 レてアンモニアア
'レ

ガリ
'生

4レ エーテ )レ 油ム t行い、

● .

(ι′)



・
,営 業漱 ち戌π蘇筍 l.■ 村レて ムP′′θノし́ ′́2/夕2vえ 2́° の渋女色粘石 油

/2a名 く。本効真の
″どίル  (ィ′/物 V/す/つ tエ タノールから幕

緒籠すると、エタノニルにな溶社 の′2ιたノイ乙 ∠易滲 J生 のノンした及

にか雄 ●ん′前者は ああ ″z― ″ ん雄 が わ苺結晶レ,多 /クク～

/夕′
°われ負 4な υ 後右 tエ タ ノールゥヽら再修晶 するて〃ηズ

`～
ノ
'ど

のだ o√Mと なる。ホタト吸収ス ′ヾクト,レ測1定 結泉づ`ら、 冬 う

く後灌訓ょれ女 (ムχκXI′ ♪ノ 前右 は (ム χχχlア♪ となえられ るが
｀ ■の

よはた分検 討 レていな1/・ のでな 白金ら|マ 壽検討 したいっジ%か /す〃～/ダ
°

の′イί 滋 t(ムχχχノ1)2なたす瀾Jぎ
｀
あ 7〃θ′θど/y2,金〃3θ 7〃 3・

Z〃2θ

計算値  σ ,夕 |ノ ヘ  〃 ,′ク, //2/ノ

夫鹸値  θ

“

′゙∂′ 〃 ゛♪δ′ 〃 夕P/

れノか/′ ′～/′′
°
の′2ιルク2 嗜 ζι″χ″)と 仮 定 すれは

｀

ご2/〃δ′′.メん :こン〃3′ク〃3・ //2θ

計算値  ι
“

T22′ 〃 乙 夕́,〃 2ク
'

実験伯  ε
"`θ

′♪ 〃 ●2/ 〃 夕,ア

(2♪ 場 ″ 蒻 η 徳 滋 ●2,ノ 麟 坪 ズヽ~ター
ーβ―

″″4イン
4′易Zあ″ 誇′

′
名無 71Kエ タ ノ ー |レ な こι に溶解 レ′

パ″%物′ ル2彦扱こ の存 在 下初 気 圧 ク́ 気及 ′悲 ´
°
てヽ 3′ ∫井 何灰た せ

レめ、前記同様に熱菫 し:戒乏ま色に付した結果′初めにあρ Zζ
/3'ん ″ら°のホ及た る ′″″ 為 〆″多a/ノ ∠gat//1ρ ス に

必′2,/夕2～ 〃′°の務祠濶 ι2♂ ■ //4る 。 済置後 ロイヒし,エ ーテ |レ

から再結 晶 レてラクタム (XL7′ ′α)て あ` るこ1と を確認 した。 さらた

3/● レ′′ノダ /シ ～/夕 ざの教 策後粘紹ヵ ん∠θ(治滉 2/′つ t//4.腸 色晨

1月 の々

“

物 //a が多得ら91tる 。 あ′ク̀
ο /● /タノ～/夕ず の名か の

′グι化形  はエタノーレから4緒発 するヒ″′ /,7～ /,ど の彙色赳ヽ

身状晶 とな り、前記物 負の′グέイル  の /皮 と―夕ξじ,颯離 するも

厨ム莫昨下t示 さない。 スにエタノー |レ てヽ油 ムじ得た減層栄魚街残
'査

(

Xι%%γゎ〃復あ″彪らは多η /′′°で丈献認載ビー致する。

０

●

(ι 2)

●・



●
０

ェ タノー |レ ヤヽで 蛍 光 )//各 |ま 物 負 ζL″χlll)と 考 え ′囲瑕 ヌた に付 し

た三。

イ タL2易 多彩′χ′
-4ノ″彬ひど―∠イ

`′

″
7`´厖謳後χ〃

がら″′レイー

のJ‐ ′′ちこ/;Z′―/m″ゃんレィ2`/′ :/´―∠後″彦″レ影シ滋め

ζたんイ/7♪

粗製彩口負こχχχ〃|)ζ 贅光 区 もつフ ら稽相 湾 )ス /タ セ トルェンo/~εεノ

/ゅ皮得 す ίに現 か し,オ右上 ?蒔闘加熱 選流 す 3´ あ妹 ぢよび
｀
過

劇の試 莱屯病 産下に街去 し′残 省暗ホ 色重頑荻 tエ ーテ ,レ て油 なし、

水濯鶏―/1//♂
`加

え て本″■ す る嗜蒻 ム油状力 きクロゴ水 )レ 人で麟

出する。 こイtt t群 で繁脈後 、洛煤 街去後 の 黄潤 な力 )レ ノラ状物
‐
負

とメタノー ,レ 3ο cι l■ 溶解 し,こ れ た婚割
`録

スノタを鰤 え,水 浴 上 2

府 1司 ぞれ レ〉と戌したヨウた薇及が`こ算」の鮨翻lL銀 宅デ政レ,デ 液よ

り疹練t省ますれば
｀
ホ形色残省妬 /′ at得 ろ。 これt指裂するえ

め少逝の月くに溶絆 レノピグリン歿 ナトリウム水溶次t加 え′析出す

ろ黄褐色ロシlIな ァマ トン・ア
'レ

コ」 レから4維 畠レノタ ク′γ/′ /°

ζι々 ι.♪ η ′_′ガόん弦
`そ

。

ιδ2〃θ/θ/` ノンン・2/4θ ζ乙″χア♪

計算値  caク R 〃 ク́∫ク´

美瞼狙  ε ダ 2と  //名 クま′

第六節 争 草 第六師 の実験

ノ↓/ /2,32

〃 ″ ″

● .

/― (3チ ク仁p″′″/んχノ′%レタ/々ι♪=ダう物/4/―′崚根を
`ク

ー

″
-2-′ガ′″ Z移― ζχι 71′ 1)

燿L)〃ん //た よる輸色谷

〃″〃 /夕♂t系塚トルェンフ́ ίιノイ~多接〃%ンイ́す―′移 イルー

″ん ,ηZ-2-′だ′夕だπ″幾多″ ζχム771んリノ♪′ク′のス歿に加えl

(63)



池浴上夕Iす 時自分だやかにおく透:れ レ、次にご′クー″″ %場7/%乞2~
/m/%争 ″́だα金 (´ィムア′♪//タ タ之率浜 卜|レ エンタ′ιιにシ新浄し

,

室混で上記泥たにれえ′乞らに S洋向ヤ忽場オする。灰だな,ガ 埓

灰た燿漱tがそ」し、友た中生成レた真なナ トリツムt除去する。
'タ

イ1レ た負化ナトリウムt窓 トルエンてヽ沈いノ ソ液t沈次に谷七′ こ

の卜lレ ェンス漱咆減圧慶紹 レl得 られた未柩色粘調消を戒 Zミ名す

る。絡資払レて凍升
`2'′

トロⅨされ,三 雀分 ヒしてあ′ク́
`～

′
'´ 7

/7_/‐～2´ チリ の″― 置換 -2-′ぅ0″″́ ″″  (/と 7〃′ジ/ん ′aがツ早られ

る。ま 解によ リロ′ズ4几 ″ ラクダム αιア1核 )を 計算外 ∠すこと灰率

クz♪ ん であ る 。奪 ケんた
甲的 の

/ρ
だPLふ ″ 林 α LT″ |り は 無亀粘

/1-I癌 でヽ結 晶ノLし な し、り

本家 た で触媒 ∠して金口扮 之 用い て長時 間を口檬嚢れ しても収午 l_は

人
:し

た変化 はな らん なかった。

`)金
属カ リウス によろ緒合

金属カソプム /aノ ベンビン3′ ιιから製 した粉末カリウムベン

ビンス合物に滋″ しつ、ス́°
/夕 分向にラクタム (χ L7″α)夕′7参′

トルエン/勁 ιι のあ液セ満下すれば
｀
イく索の発生毬イキいつゝラグタ

ム (χげ ′ノみ)の カリクム版が‐
4/律スレ 荻た耀勁aま櫂包てなるの営邊

でノ時間考洋後、3θ か向ナロ然する.スにキ シレン2′ιιに
'′

ダー

′ク″ ソ′フ勿%んをノク
多 ち́″ 滋 〈χLη )乙 27を あ歿として

上亨こ櫂こ反魔潟次になプえ′//′ν//s° てヽわ窓すれば
｀
考時具ヽおカリツ

ムバ介解ヒレイ
'あ

ろ。 ,時間加蒸後 、喫た カリシムセォ去レ,キ シレ

と漆准t灌作 レ、//1ら れた継忽輩和店名物t減圧
=脅

すると初儘か

とレて廊井ラクタム (χ Lア |lα ♪ノ′,0が日収2ル )主後分¥し て

あ′多′ご～ク′アイ′́ ～スクζη濯ヨ羽ラ由2′ /み を得た ζ′アタ%2,得ら″し

た 〃―置薇 -2-ノクケp多売ん″ (χた71〃 クのホ、外火牧スベタトル表1定 の

C果 //2/αど/に エス テル′ 〃 3ァィタ
~ノ

l.ラ //タ ム の吸 次 の存在 す

0乙 子が解つた ζ多省グ′′?。

●

●
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●

●

2・ ン
｀
7・ 3-″″鶴″笏ノー′〃r″″彬篠ノイ●′4″ 4

/― %錫タノ後疹′―〃/μ み ″″♪′″ ″″ わらι″
(χιノχ′′あr κlノ χち♪

前ウ
=′ィノィダィ

｀
あ″生ζれ ア

|′

|り ∂′∂,■ 乾燥 卜)レ ェン 2 2 ειに必鮮 じ
:

これに
′θィ f//εε t方7え て反た浜液 tフ′ζ ttlal加 熱員,施 する。 ト

|レ エンて工刻の′′ン 3セ 濱江名久レ.パ 首勿 t/′ %筋膨れとて糖ス

'″

難 レて行 られ る形υ産ネ液屯蕨並燿案畝滲液 で処ガ する。 この

/助笏ご/聰移 は最初樹 鮨状てヽあろが
｀
家涛向メ置すれば

｀
徐 々に回仏

す る。獲 以ルの ι力勿 zそ滋 ζχたlχん )/′ 2多 ノ″彼 夕′～/′夕
°
バ得 られ

メタノー,レ から4往発すると″22′～22′
ο
の感色翻■ズ晃 2,7,う i`得

ら/1/る (//′ /う リ

εノ′/ノ2`θ′ /〆 〆  計毎筆伯 ι
'′

″′′ /‐//.′ 名 メ/夕′Zク ,

失敗種  ご∫2′ ジ ′ 〃
=22ン

 ス/3● 2/

好スから渋茨色 /家〃cttΥあぶら の結晶 (´ 4ρ ′́ ′～2´ ′し滋
`:〉

)

ヵΨ尋りれ _メ タノーリンが`わ教 目再雀発 すろも誰、スは上諷ズ上にな ら

ない。 洪美そ針状 晶てヽある。

6/夕 〃2`み 〃ノ  計考斡直 ご夕 ′′クノ ″ /′ ろ́ 〃 P′ 2ダ

矢験値  ιま
'′

2́ノ  〃
'ア

ノ′ ″′.ノ 2

左イググ2-形
=7-ん

〃 み́滋ナルχ/― /2′ ↓えノン́場
`珍

´

″′―ィ/あ 〃―みを 。ヤ″″″タノク θ́―ι
“

んχ′′″2α )

に )ぁ Z物必 ノ%t角
`練

∠して接鰍壺えす ろ方法

煎

`′“

κラ碕ルィル ζィム′χ多)2′ 2ク 名 /´ %ガく磁ノ

`す

トリ
17ム

32 ιι∠夫|■ レば
｀
りくれ蕩 レ, と威する並確矩丞セ教口土―テ |レ で

■ll虫 するoこ のエ ーテ |ンな ま漱セ /′ %遡畝 で猪ムじ′戒 圧渡縮 す九

ば洪ホζ粘覇油代のι%レのルグル これ lχ ιり//7べ 峯られる。 この

アメ状物 (χム′χあ)tメ タノー)レ /∫′ιιにj碁 解し,/蒻″ヵρオ

ろ2行 を鰊媒てしてた触蜃スする之材くス ク/ス クει t吸 収 レて青● .

(``)



縁こ蛍なt右 するスた泥衣バ得られ る。籠みガ去寺液 t沢紳 すれ|ざ

賞修物水は大継セアメ状粗娠咳規 こkて ,2′ ←θ′滲得 ら4ろ '  i
止離湿款 上記種娠嗽えセ菫な酸 ナトリン4水 港液てヽ処理 し。ヒ

離盟量tiニ テ|レ てヽ油麟。)疾絡戒彿物 t工 ニテ |レ 秒`ら再結晶すれは
n

ンタ /2嵐
:ル

タ・の烹色祈状尋
*ス

2′ が得 られ る (夕″′ζ%〕。

こ/夕 〃2夕 の A/ 計算値 ご/2ク″′ 〃湾ノ∂ノ 〃 夕′2´

笑喰値 θ∠a～ 〃
^″

,″ ダ′ノξ

′ほど,蔽 :エ タノー
'レ

なら妥潔鋒晶すれば
｀
多マ ィノタ～ンクθ。め以貸

ζプリズム品となる。

ι/'〃27θ′メ ′び/7/3′′ /t/3

計算獲  ε載 夕∠′ 〃↓δ♪′″ノァ/

夫験値  ´鍬 /免 0//′ /‐/∫ 夕́ 立
=λ
 〃 2ク∠

&zι%た る少 ζχ上1/α ♪ス,at立離するため 4πルを教乞

ェ′マイク́ ′ ノす多t躙 ザヽて上墜の様に 4ん物ιカ ルを 電 瀬いて格触

」スすれば
｀
ロスに するエステ1レ (■ )/′

`′●多ルを′/■

'～
/浅 ′'が多

われたが 2イ ク %の よ子にす芝
｀
なかつた,

(b)んク ′〃′によな透え t′

前記′夕のみら″滋 (ィとlχ ″:'2)′′t夕 ′%メ タノー,レ 2%'εεに

啜法 レ, これに 夕ん /1で腹洋下スクβ〃
“

ク′炒′ t添油する。 応Dヾ

μ4βノ%.二 3a t≧。か向にメ恭

“

し,以 後 2～ ず で
'時

向荻置

' 

こ

の向水末の発ll■ が屋んにみられスた次は暫時無こ産鯛 だなる。さう

に A/2θ〃夕 ′′7a t撹洋 不 /′ 分 向 にカロえ ダ

`/蒔
向境 斗 及た せし

める。/友枚置し得られたよ色二頭反飛漱セ氷酢咳てヽヤ和な減圧下

蒸瑳乾回する。有そまあ残差tξ %娠成で施ムオ亜後、抽出次を

/´ /O水 酸なナトリウムでア,レ カリ性∠し、新‐g効 率ェーテルで抽

ムし,あ媒 省去残 雀物 蒸ェーテ |レ か ら再結轟 す雅 |ざ ″7″ ノ～″/°

の象色針状晶 ノ、23が 諄́られ る。母ス からさらに成縁小 ′ /aめ｀`得

氷 狡 置 す るビ渋 東味 が虫 てくる。

(`び )
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シわ1△ 量 ん3θ となら ζ′
'/%'小

物負 と上遂接鮎賢ス で容 ら

たた戌解 てセ滉承 して も議ス″路下t示 さない :

2-/物多/%タノースイ′―α分″後多ノク乙′κゼァー/ノ′δ′ク′/´ 7、プ荻́″
4〃
ンタみ′「

//ち 〃―ん2夕′ζι♪″″ら″ルタ′レ%~3~&クノら4/´易化グを¢″

前竃 ェ ス テ ぼ LD席 跡 ど ″ %珍 蒻
τ

亥 ″
今 ″ ス

・
Cι

て滉じg薄向 /D/′ ～″ ずでヽカロペ レ′/液 赦資な矛ム維晶セオ取す几

|ま なれ接赤 /ク ,夕彰そられろ ζタタ%_2と れtエ タ ノー,レ から真結

晶す″日ご黒色針1ズ 晶″η ?2θ～う2/° バ濯Iら れる。

タク〃2ダ θ3/A/3・ /〃2θ

針場証復  θノ2′ /Z 〃 Z′と ///2′´

天家権t ε //,`′′び′′2t //Zグ 3ノ ′ 3/ノ  〃 β′33

2-/2/4/―そι″後必易κ〆́ χノ″%蕊´́′″́Z蒻グ場ν―

/ノブδ′
“

4/― ク後ιラ参滋′―//あ〃‐ん笹″″ヤZイ″子́ ″

“

|′?

タノ笏グ グ2とン
'∠

′′今 t/´ ん塩畝 /ι ι にあ解 レ,各 られ

た渋妾雀工躊液にベンゼンま,Ccセ 滉じ婉伴譴く沿下 it‐ ″笏/″′ 7/2

η ,水 2ε
`か

らなる溶濃をノ′芥向に泊下する。洪後2時向反応さ

せ,表酸ナトリウムでァ |レ カリス生にし、桁弘物 tベ ンビン抽ムし′

スく,た後塩化ガルシタムて`る許向玖脈するょ率豚劉とオ号tし 、オ次に

よ脅レたての場 ノイをし /″ιンタを滋えノご′ιι之瘍窃後,以後

/寿 向加は菫れ ,洛媒轡去すればれ頑残名物t得 ろ。劇く生に済置す

れ1∫者痔回たする。 乙れIZエ タノー)レ タ哲れえて済たレ育色結晶社

のた ノ ー
惨 イ ム/〃 )´′クattt ζ夕ρル)。 エタンー |レ から

再結晶すれ ば
｀
″72´/～ 2泥ドの意色材絆甚 ″夕′厖′バ得 られ る,

σ′グ〃∂′θクル

計算絶気 θクる,2ノ  ″ Z3Z ノr乙 ∂́

宍験綸変 θ
`2夕

′,〃 Zノ タ́ ″ %2′

● .

(`7)



な んなわ ―れ半タ ルの らわ ゑ″ ζ左/'♪

ib″′%イ″多化 /ι蒻ク 化 〃/リ クノ′″η たえ´%滋 酸 ′氷 酢畝 マ /

対 /の 喜1合 に泥 げた溶 疾 tSよιι加 え′得 られた魚色五UFttt漕を

Ψだ ～́μ夕°で/寿呵値くする。 この場為乾表眩は約3θみでそろみ

スただ茨ン`ら坂餃、昨啄t戒乏浄去すればヽ 熱そ紛末状のぁ〃場纂

滋毛4-蒻 ″″:(4/″ ″ 〃ノ7.が行われう ζク♪′∂ん)。

とれtェ タノール・ェ Tテ |レ から再←長すれ|ゞη ♪́2～ ∂′δ°α2ごつ

のくこプ リズム品が行 られる。

ご/ι 〃″ ′2ノサイ2・ 2〃αl・ %〃2θ

計算色 ε増 .∠ β″″Zゞ /´ 〃 タカ

夫験値  εダ 2鳥 〃 Z//ジ 〃z′′

・ 沐 反た て水畝/173ガ リウムノノ笏 ル を左下%鯵角免″勿″多彩 ク″″

“

川)

を表そ

`済

運窒え七裳 みたが凍ォ十暉収 にそ り、目的 とする アミノ/4~は な諄ら

れな がつた。1 ´

ノー/z狂ノ%ち
/∠
イー‐3-笏メ老∠・2/´二̀

Zル%のシ錫χttμ
―/レ′

'ノ

イイ′/′ /―

炒今〃易 ―〃あ〃́麟´の多″〃ψ″″ζι"
クノπク2凌 %ル ィク魃 グ ル (■ 17♪ ク●/1夕″りを水 2εじ1■ ス

鮮し、得られた淡責色ズ次によ水酢黎ナトリウ4ク・′島′″′′挙囁

t絲
2ι ί

"%藩繁イ́ ιt～ 41.: この家色滲晨セ氷と海ィヒナトリゥ

ムで ~みノ~/´ Pに 沿畑レ、率イレ、?ゝ /7勿″72/12`)%′ 水 /ごこの

溶氷t/θ 分向に洒下する)さ らに口休存下てヽ Z府同稼イ レ!墜本発

生している衣た泥茨tグマ /夜メ置レ得られる形未忽烙腋セばェー

サ|レ で畝つた波皮酸カリクムメ漱に沿励魂を畔しつ 洒ゝ下し′ハ雄ヒ

成する雙燿娠基 |ま 直ちにェーテレで抽出する。ェーテ,レ 糟″液茎炭

瀞樹 リウムてヽ乾爆後浴珠t雀 去す■ |ざ 未継これ岬油 ∂ク́ ′夕π♂バ得

・ら藁 ろζ夕′ /́4/ジ  ″ Zン み́滋 1 並雄墟基望ァセトンにあ解 し、

″4/珍′あ́み Ztt t室 髪で布 日せしめ /Й X置レ新出する特昴t

●

●

・
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Iダノール・I― テ ルがら異結晶 す4ば″夕 223′02ダ oぁ ε。)あ 無

色砂・状絡品 4な る。      :、
ι
'`〃

23′じ〃・ご潜 I・ /∠ μθ        l
―
計算植  θ 夕すグ/ 〃Z,,″ ′′/ク

ス験値  :ど ク●ク/′ ///.夕′′ 〃名♪4/′滲/

フ「イ多彩り/ヽ 5づ%“夕のκ/― ス/´ ~Zこンタみ /./2′ δノク′∠́7~
残″〃珍 彦″ /́/わ 〃-4後″クリァクカクノZ渉場%(ん 7′′D

な裂老″後
'χ♂外 (ム の ア32′ と称嫁ピリジン/′εに沿がレ

)

糸膠

“

スス と      のジ c今 後のヵル盪 ″ 滋ジ ′ ピ リジ
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'″

z7.

〃ノ32'〔/7ま′りj ε。/4.重 fノ  //2′'Cζ
/タチブ♪

〃  亀谷 哲治 ノ:'々子多うオ|て |´ 幸雄 ::'tti挙′ζFFl'た 」|;長tジ]'1:i十

み′  ぶ  メL%ル ソ  lε /b″る
「 ′

/多多多勿る .′ち次彼ιど ,∠ ノ ″ /ζ /7釜 )

ク ラ子メF美 孝で:季で読 クノ/ダ /夕 ″′″♪

″ノ ″ fノクダノ /ル磁Zπ′′ ∫.ズ

“

μθ: 」.′骰 .9σ′∠だ2/ /タ タ∠

=ο
′4,↓Z多少しルタ22んみ乞 : 」.θな′.θ骰 ・ど ノ 渉

`/ 
ζン′ご/少

子/ ρズ′ぶ′厖
`/〃

′ρ′々 ,/3杉 りS′ 〃.為〆 :」・′″′́ん笏ιあど,るィ
クζ/夕 (7′子夕♪

″ a々施′″″%2グ ,〃`ム .″%形ら″.ア β″滋蒻ンrj:′″多.ζ蒻

`″

ι.そ1乏Fノ  /ク2す (7′
'プ

Z`「 ♪

" 菅澤菫彦 ′ホ凰二綿ン琢野訥 ~:来 欧猾死 2島 クタP(′/夕解 ♪

'た
/・ ノグ蒻りは 44):/ん %錫 R″ぇフ復 ・ダ′ん、//夕〔′9年)
′,f,3ノ″多 :u μ 2ジツ′′―ねグ巧″ ィ グ b彎急

形厖%形ン″
′″～″ ズグ′%″χ ヱ竹 ″ 〃み乃ρカイ

ル〆/り 34》%;ノ%″移乞ζ/′″♪
誌 θ。み″μら ∠・ど,μ%ら 4・ スタし易%:√ ル″∠).

ご σ́・ Zノ  ダ́ ′′ζ/′′ク」

●

●

“
″

″

″

ノ′

′/

/.`2`セ,の ん ノ≒″

`れ
物 /Z後〃″ 21√ .ノイ′ンリ残′′ζ多ら″

``ィ

グレグ″.ル ど,多 ンタ tアをFゝ∂ ″ ″ L2ヒ″)

θ̀ノ物 /́鯵クノ〃●/吻ψ彪拷″ :β″・Zノ イン/″
'/∂

リ

アン ア易~ノ θ・滋役猪η:βク・髪 ,δ/タクζ/′ 〃D

Iく″ .た こ鍋豪 :η7.」診″物 どノ″ ″角勾♪
大杉 茶三 fi恭 読 な ′ /ダク2ζ/タ ン ♪  ´

五ル ″ングイカィι芝ノ ///2″ぇ:ε%鯵〃,ノンタ多ν″′んじχ∠′.z′ /夕 ά′//♪
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